
御
会
式
文
化
資
料
叢
書
４

　

昭
和
新
聞
記
事
集
成





　
昭
和
（
戦
前
）
の
東
京
朝
日
新
聞
、
読
売
新
聞
の
二
紙
よ
り
、
御
会

式
な
ら
び
に
周
辺
文
化
に
関
す
る
記
事
を
集
め
た
。

　
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
旧
字
を
改
め
、
繰
り
返
し
省
略
記
号
を
文
字

に
改
め
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
一
部
句
読
点
を
加
え
て
い
る
。

　
本
書
収
録
記
事
を
利
用
す
る
場
合
は
以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
必
ず
元

の
新
聞
に
あ
た
る
よ
う
ご
留
意
さ
れ
た
し
。
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昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
月
四
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

池
上
の
お
会
式　
十
二
日
夜
の
警
戒
準
備

　

来
る
十
二
日
は
池
上
本
門
寺
の
会
式
で
、
例
年
の
如
く
東
京
近
在
を
中
心
に
約
六
七
十
万
人
が
集
ま
る
の
で
警
視
庁
で

は
警
備
隊
百
三
十
名
お
よ
び
大
森
、
品
川
、
大
崎
、
蒲
田
等
の
各
署
か
ら
約
五
百
名
を
出
動
せ
し
め
る
が
、
衛
生
部
か
ら

も
七
班
の
救
護
班
を
派
す
事
に
な
つ
た
。

　

一
方
防
疫
課
で
は
、
会
式
前
に
多
数
の
防
疫
監
吏
を
特
派
し
、
参
詣
沿
道
に
在
る
料
理
屋
、
飲
食
店
の
飲
食
物
検
査
並

に
清
潔
状
況
を
観
察
す
る
。

	

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
月
十
二
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

万
灯
子
供
を
傷
つ
く

　

十
日
夜
十
時
半
頃
、
芝
区
愛
宕
町
三
の
一
桜
田
結
社
の
お
会
式
万
灯
を
同
番
地
藤
田
重
吉
外
六
名
が
町
内
を
担
ぎ
回
つ

て
い
た
所
、
万
灯
の
重
み
で
万
灯
が
傾
い
た
所
、
傍
を
通
行
中
の
芝
区
田
村
町
十
牧
田
菊
太
郎
長
男
清
（
七
才
）
の
頭
に

ぶ
つ
け
三
針
を
縫
ふ
創
傷
を
興
へ
た
。

	

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
月
十
二
日　
読
売
新
聞
朝
刊

お
会
式　
け
ふ
本
門
寺
で　
学
生
連
盟
活
動
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今
十
二
日
、
池
上
本
門
寺
に
於
て
お
会
式
修
行
、
各
地
よ
り
の
群
参
六
十
万
に
上
り
例
年
の
通
り
賑
ふ
筈
で
あ
る
。
猶
、

都
下
各
大
学
日
蓮
聖
人
讃
仰
連
盟
の
第
一
次
宣
伝
は
、
今
日
午
後
一
時
よ
り
同
寺
境
内
で
行
は
れ
、
百
二
十
名
の
学
生
が

出
演
し
て
終
夜
伝
道
を
試
み
る
。

	
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

今
夜
の
お
会
式　
早
朝
か
ら
大
変
な
人
出

　

十
二
日
は
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
、
善
男
善
女
は
も
う
朝
早
く
か
ら
ど
し
ど
し
池
上
街
道
に
つ
づ
い
て
大
森
、
蒲
田
、

品
川
の
各
署
は
い
づ
れ
も
非
番
召
集
で
整
理
に
努
め
て
い
る
が
、
高
輪
駅
だ
け
で
も
午
前
十
一
時
ま
で
に
一
万
人
近
く
の

参
詣
者
を
運
び
、
午
後
か
ら
は
刻
々
混
雑
を
増
し
て
ゆ
く
。

	

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

お
会
式
の
参
拝
者
五
十
万

　

池
上
本
門
寺
の
御
会
式
は
例
に
よ
つ
て
夜
に
入
る
に
つ
れ
万
灯
の
行
列
が
く
り
込
み
、
十
一
時
に
は
参
拝
人
延
人
員

五
十
万
に
達
し
た
が
風
俗
を
害
し
て
検
挙
さ
れ
た
者
十
八
名
、
迷
子
二
十
二
名
、
負
傷
者
六
名
、
さ
い
銭
泥
棒
二
十
一
名
、

不
良
飲
食
物
販
売
二
百
八
十
九
名
、
食
器
不
潔
で
挙
げ
ら
れ
た
者
二
十
八
名
に
達
し
た
。
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昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
月
十
二
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

今
夜
の
池
上
お
会
式　
省
電
終
夜
運
転

　

十
二
日
夜
の
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
に
、
例
に
よ
つ
て
省
電
で
は
中
央
線
荻
窪
、
国
分
寺
間
を
除
い
た
各
線
終
夜
運
転

す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
普
通
の
日
の
終
電
後
は
京
浜
線
桜
木
町
上
野
間
、
赤
羽
蒲
田
間
は
十
分
置
き
、
山
手
線
赤
羽
線
お

よ
び
東
京
荻
窪
間
は
十
三
分
乃
至
十
五
分
置
き
に
十
三
日
初
電
車
ま
で
打
通
す
は
ず
で
、
尚
大
森
、
蒲
田
両
駅
へ
の
各
駅

か
ら
共
通
切
符
を
発
売
し
て
乗
客
の
便
宜
を
計
る
こ
と
に
な
つ
た
。

	

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

賑
や
か
な
お
会
式　
正
午
の
人
出
既
に
七
万
人　
今
夜
は
大
変
だ
ら
う

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
十
二
日
の
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
は
早
朝
か
ら
人
出
多
く
、
省
線
蒲
田
、
大
森
の
両
駅
で
は
臨
時
出

札
所
を
設
け
池
上
、
目
蒲
、
京
浜
の
各
電
車
も
満
員
鈴
生
り
の
盛
況
だ
、
省
線
大
森
駅
か
ら
本
門
寺
に
通
ず
る
池
上
街
道

は
徒
歩
の
参
詣
人
が
、
あ
り
の
行
列
そ
の
ま
ま
で
山
内
の
群
衆
は
正
午
既
に
七
万
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
、
警
視
庁
で
は
警

戒
本
部
を
池
上
小
学
校
に
置
き
、
各
署
か
ら
約
五
百
名
を
応
援
さ
せ
る
外
、
別
動
隊
と
し
て
新
選
組
、
衛
生
部
救
護
班
等

も
つ
め
か
け
て
大
警
戒
を
し
て
い
る
、
今
夜
は
大
変
だ
ら
う
。
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昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

人
出
五
十
万　
輸
送
し
切
れ
ぬ
池
上
電
車　
昨
夜
お
会
式
の
賑
ひ

　

十
二
日
の
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
は
申
分
の
な
い
お
天
気
な
の
で
朝
か
ら
参
拝
の
人
出
は
例
年
に
な
く
多
く
、
午
後
に

な
つ
て
は
刻
々
増
加
し
、
午
後
四
時
に
は
付
近
一
帯
自
動
車
の
交
通
全
く
途
絶
し
、
夜
に
い
つ
て
は
万
灯
と
人
波
が
大
井

町
付
近
か
ら
打
続
き
大
混
雑
を
呈
し
た
。

　

池
上
電
車
の
蒲
田
停
留
場
に
は
数
万
の
乗
車
客
が
溢
れ
て
と
て
も
輸
送
力
が
な
く
、
午
後
八
時
か
ら
は
省
線
か
ら
の
連

絡
切
符
を
売
ら
な
い
や
う
に
な
つ
た
。

　

こ
の
夜
の
参
拝
人
員
は
五
十
万
を
超
え
、
省
線
大
森
、
蒲
田
、
大
井
の
各
駅
、
目
蒲
、
池
上
の
各
電
車
乗
降
客
は

四
十
万
人
に
達
し
て
い
る
。

　

警
視
庁
で
は
例
年
の
事
故
に
鑑
み
特
に
厳
重
な
警
戒
を
行
つ
た
。

	

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

往
復
券
の
全
廃
が
祟
つ
て
折
角
の
お
会
式
に
大
損　
混
雑
緩
和
か
ら
発
行
し
た
割
引
券
で
鉄
道
省
が
ま
た
一
苦
労

　

鉄
道
省
で
は
先
頃
往
復
乗
車
券
を
全
廃
し
た
、
と
こ
ろ
が
、
こ
の
頃
の
や
う
に
野
球
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
と
渋
谷
、
原
宿

駅
な
ど
は
帰
り
切
符
を
買
ふ
客
が
一
時
に
殺
到
し
て
殺
人
的
混
雑
を
呈
し
従
業
員
も
天
手
古
舞
の
有
様
で
、
鉄
道
省
も
初

め
て
全
廃
の
影
響
に
気
が
つ
き
驚
い
て
対
策
を
講
じ
て
居
る
が
、
廃
止
し
て
間
も
な
い
今
日
、
又
ぞ
ろ
復
活
す
る
な
ど
は

体
面
上
出
来
ぬ
相
談
で
、
さ
り
と
て
昨
日
の
や
う
な
池
上
の
御
会
式
に
は
こ
れ
が
た
め
多
数
の
怪
我
人
が
出
ぬ
と
も
限
ら
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ぬ
の
で
、
既
報
の
如
く
急
に
「
特
別
往
復
乗
車
券
」
を
発
行
し
て
お
茶
を
濁
し
た
、
そ
れ
も
普
段
の
往
復
券
で
は
流
石
に

き
ま
り
が
悪
い
の
で
大
森
、
蒲
田
行
き
に
限
り
二
割
引
に
し
往
復
券
を
奨
励
す
る
傍
、
御
会
式
の
混
雑
緩
和
を
計
っ
た
次

第
だ
が
、
鉄
道
と
し
て
は
普
通
往
復
券
な
ら
割
引
が
な
い
だ
け
に
、
こ
ん
な
時
こ
そ
書
き
入
れ
と
い
ふ
べ
き
に
前
述
の
体

面
料
と
し
て
当
然
二
割
は
損
す
る
事
と
な
つ
た
訳
で
、
今
後
も
桜
や
、
つ
つ
じ
等
で
乗
客
が
一
時
に
殺
到
す
る
場
合
に
は

こ
の
特
別
往
復
券
を
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
、
こ
れ
が
た
め
東
京
鉄
道
局
で
は
省
線
各
駅
に
命
じ
て
御
会
式
の
乗
客
を
特

に
調
査
せ
し
め
、
こ
の
一
日
で
ど
の
位
な
損
を
し
た
か
を
算
盤
に
は
じ
く
考
へ
で
あ
る
と
。

昨
夜
の
池
上　
人
出
十
六
万　
各
電
車
は
鈴
成
り

　

十
二
日
は
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
で
、
朝
か
ら
非
常
な
人
出
で
、
警
視
庁
出
張
の
警
察
本
部
の
調
査
に
よ
り
午
後
九
時

に
は
十
六
万
と
註
せ
ら
れ
、
思
ひ
思
ひ
の
万
灯
を
先
頭
に
団
扇
太
鼓
の
音
も
賑
か
に
老
若
男
女
の
団
体
が
後
か
ら
後
か
ら

と
続
い
て
京
浜
国
道
は
火
の
海
と
化
し
、
夜
の
更
け
る
と
共
に
見
物
や
野
次
馬
で
身
動
き
な
ら
ぬ
有
様
で
、
管
下
各
署
の

正
私
服
巡
査
は
交
通
整
理
や
取
締
に
汗
だ
く
の
有
様
で
あ
つ
た
、
こ
の
日
省
線
を
は
じ
め
各
電
車
は
い
づ
れ
も
鈴
な
り
で

規
定
外
の
笛
や
鐘
は
高
輪
と
品
川
の
関
所
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
八
十
点
、
男
装
し
て
浮
か
れ
て
い
た
芝
浦
い
け
す

の
女
中
三
名
も
大
目
玉
を
頂
戴
し
て
引
返
し
た
。

	

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

今
夜
の
お
会
式　
正
午
早
く
も
二
万
の
人
手

　

池
上
本
門
寺
お
会
式
の
十
二
日
は
、
雨
が
や
ん
だ
午
前
十
時
頃
か
ら
各
方
面
か
ら
人
が
集
ま
つ
て
、
正
午
頃
に
は
本
門
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寺
付
近
は
約
二
万
人
の
人
出
で
、
ぬ
か
る
み
道
路
は
非
常
な
混
雑
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
分
で
は
雨
さ
へ
な
け
れ
ば
夜
の

雑
踏
が
重
ひ
や
ら
れ
る
。

	
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

雨
が
祟
つ
た
お
会
式　
で
も
人
出
二
十
万

　

恒
例
の
昨
十
二
日
の
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
の
人
出
は
、
所
轄
蒲
田
署
で
調
査
し
た
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
午
後
四
時
よ

り
午
後
十
一
時
迄
境
内
は
十
九
万
九
千
五
百
人
、
登
山
者
は
八
万
八
千
六
百
人
、
下
山
者
は
六
万
九
千
五
百
人
で
昨
年
の

約
三
分
の
一
に
減
少
し
、
万
灯
も
昨
年
の
五
分
の
一
に
減
じ
た
。

	

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
月
十
一
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

粋
な
お
触
れ

　

十
二
日
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
の
夜
、
そ
の
筋
で
は
粋
を
き
か
せ
て
大
森
、
大
井
、
蒲
田
三
署
管
内
の
カ
フ
エ
ー
、
バ
ー

は
徹
夜
、
品
川
署
管
内
は
午
前
四
時
ま
で
営
業
を
許
す
事
に
な
つ
た
。
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昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
月
十
二
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

お
会
式
の
省
線
終
夜
運
転

　

十
二
日
の
お
会
式
当
日
の
省
線
は
京
浜
山
手
、
中
央
の
各
線
い
づ
れ
も
終
夜
運
転
を
な
し
電
車
を
増
結
し
て
混
雑
時
間

並
の
運
転
を
す
る
。

	

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
夕
刊

池
上
通
り
を
埋
め
押
出
す
人
波　
去
年
よ
り
二
十
万
人
増
加
を
予
想　
け
ふ
本
門
寺
お
会
式

　

今
日
御
会
式
の
池
上
本
門
寺
は
早
朝
よ
り
既
に
付
近
隣
接
町
村
か
ら
の
善
男
善
女
の
参
詣
人
で
、
境
内
を
始
め
池
上
通

り
は
夥
し
い
雑
踏
を
呈
し
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
刻
々
増
加
し
て
正
午
ま
で
に
は
十
万
人
を
突
破
し
本
門
寺
に
向
つ
て
来

る
目
蒲
電
車
、
池
上
電
車
は
悉
く
満
員
で
あ
る
、
各
沿
道
の
商
店
及
び
露
店
商
人
は
い
づ
れ
も
商
品
を
山
と
積
ん
で
此
の

不
景
気
も
消
し
飛
ぶ
や
う
な
景
気
を
添
へ
て
い
る
、今
年
は
昨
年
よ
り
参
詣
者
二
十
万
人
の
増
加
を
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、

万
灯
の
届
出
は
大
森
署
だ
け
で
も
二
百
数
十
本
に
達
し
て
い
る
、
各
飲
食
店
は
沿
道
は
終
夜
、
大
森
、
蒲
田
、
大
井
、
品

川
管
内
は
午
前
四
時
ま
で
営
業
を
許
可
さ
れ
て
池
上
電
車
、
目
蒲
電
車
、
京
浜
電
車
、
京
浜
省
線
は
い
づ
れ
も
終
夜
運
転

の
大
書
入
れ
で
大
童
の
活
躍
振
り
を
見
せ
て
い
る
、
警
視
庁
で
は
警
戒
の
大
隊
本
部
を
池
上
本
門
寺
内
に
置
き
、
早
川
監

察
官
が
四
百
五
十
名
の
警
官
を
引
率
し
池
上
、
入
新
井
等
の
在
郷
軍
人
青
年
団
と
協
力
し
て
警
戒
に
当
つ
て
い
る
、
尚
ほ

警
視
庁
の
衛
生
救
護
班
は
本
部
を
池
上
小
学
校
隣
の
町
役
場
に
置
い
て
救
護
所
を
沿
道
四
ヶ
所
に
置
い
て
い
る
が
、
今
朝

か
ら
一
斉
に
沿
道
一
帯
の
飲
食
物
の
検
査
を
行
つ
た
。
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昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

万
灯
見
物
の
老
婆
轢
か
る

　

十
二
日
午
後
十
時
五
分
、
芝
区
新
網
町
南
三
洋
服
裁
縫
業
山
田
波
次
郎
母
い
わ
が
お
会
式
の
万
灯
見
物
に
芝
区
札
ノ
辻

を
通
行
中
、
後
方
か
ら
疾
走
し
て
き
た
下
谷
区
金
杉
上
四
二
運
転
手
立
内
惣
吉
の
乗
用
車
一
二
〇
六
四
号
に
轢
倒
さ
れ
左

肩
骨
折
全
治
三
週
間
の
傷
を
負
っ
た
、
三
田
署
で
取
り
調
べ
中
。

お
賽
銭
泥
棒
ざ
つ
と
三
百
余
人　
お
会
式
の
人
出
三
十
五
万
人
中
に
こ
れ
は
飛
ん
だ
景
物

　

団
扇
太
鼓
に
万
灯
、
夜
の
池
上
本
門
寺
は
ま
る
で
人
で
埋
め
つ
く
さ
れ
、
人
混
は
沿
道
に
雪
崩
れ
た
、
昨
夜
、
省
線
郊

外
線
市
鉄
か
ら
吐
き
出
さ
れ
本
門
寺
め
が
け
て
参
詣
し
た
善
男
善
女
の
数
は
夜
十
時
に
既
に
三
十
五
万
人
と
目
さ
れ
、
警

戒
の
警
官
隊
も
交
通
整
理
に
汗
ダ
ラ
ダ
ラ
、
本
門
寺
の
本
堂
の
前
は
ま
る
で
芋
を
洗
ふ
や
う
な
混
雑
中
に
大
森
署
で
は
賽

銭
泥
棒
三
百
余
人
ス
リ
十
一
人
を
捕
へ
、
迷
子
三
十
五
人
泥
酔
者
五
人
保
護
し
た
―
不
景
気
で
人
出
が
と
懸
念
さ
れ
た
が

信
仰
に
は
変
り
は
な
い
ら
し
く
、
暁
か
け
て
混
雑
を
増
し
て
行
つ
た
。

	

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
月
十
四
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

お
会
式
の
大
乱
闘　
三
百
余
名
が
入
乱
れ
て
負
傷
者
四
十
余
名
を
出
す

　

十
三
日
午
前
二
時
頃
、
池
上
本
門
寺
お
会
式
に
団
扇
太
鼓
で
有
頂
天
に
な
つ
た
深
川
区
洲
崎
町
勇
講
の
連
中
百
五
十
名

と
四
谷
区
の
奴
講
の
連
中
二
百
余
名
は
万
灯
を
先
頭
に
繰
込
む
途
中
、
市
外
池
上
町
堤
方
浄
国
橋
際
の
大
森
道
路
で
出
会
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頭
に
先
頭
を
争
ひ
始
め
て
、
は
て
は
口
論
と
な
り
棍
棒
カ
ミ
ソ
リ
短
刀
等
を
ふ
り
回
し
て
渡
り
合
ひ
、
双
方
か
ら
重
軽
傷

四
十
五
名
を
だ
し
た
。
こ
の
騒
ぎ
に
警
戒
本
部
か
ら
は
早
川
監
察
官
高
野
警
務
課
長
等
の
率
い
る
新
選
組
の
警
官
五
十
余

名
が
急
行
、
二
百
四
十
名
を
そ
の
場
か
ら
検
束
し
目
下
厳
重
取
調
中
で
あ
る
が
、
加
害
者
の
大
部
分
が
逃
走
し
て
い
る
の

で
目
下
捜
査
中
で
あ
る
。

	

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
月
十
四
日　
読
売
新
聞
朝
刊

堀
ノ
内
の
お
会
式

　

十
三
日
、
市
外
堀
ノ
内
妙
法
寺
お
会
式
の
人
出
に
警
戒
の
た
め
、
五
味
田
署
長
自
ら
警
官
九
十
六
名
を
引
率
、
厳
重
警

戒
に
努
め
た
が
本
年
は
昨
年
の
約
半
分
一
万
人
位
で
迷
子
十
人
、
交
通
事
故
一
件
で
あ
つ
た
。

	

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
四
月
十
一
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

本
門
寺
の
遠
忌

　

今
年
は
日
蓮
上
人
の
六
百
五
十
年
忌
に
当
る
の
で
、
池
上
の
本
門
寺
で
は
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
遠
忌
大
法
会
が
催
さ

れ
て
い
る
が
、
全
国
か
ら
多
数
の
信
徒
が
集
ま
つ
て
毎
晩
万
灯
行
列
を
続
け
る
の
で
御
会
式
以
上
の
賑
は
ひ
を
呈
し
て
い

る
。
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昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
月
十
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

お
会
式
を
ま
え
に
「
日
蓮
の
夕
」

　

十
二
日
は
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
で
あ
る
、
本
年
は
日
蓮
聖
人
の
六
百
五
十
遠
忌
で
は
あ
り
、
ま
た
畏
く
も
先
に
「
立

正
」
の
勅
額
を
賜
は
つ
た
意
義
ふ
か
い
年
な
の
で
、
法
華
宗
は
大
騒
ぎ
だ
ら
う
。

（
注
・
以
下
、
午
後
七
時
半
か
ら
二
時
間
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
紹
介
）

　

・
ラ
ヂ
オ
ド
ラ
マ
「
法
難
」
―
午
後
九
時
よ
り

　

・
日
蓮
聖
人
の
宗
教　

酒
井
日
愼　

午
後
七
時
三
十
分
「
講
演
」

　

・「
七
面
天
女
」
午
後
八
時
か
ら
の
長
う
た

　

・
有
難
づ
く
め
の
新
旧
里
謡　

午
後
八
時
三
十
分
か
ら

　
　

・
身
延
音
頭

　
　

・
法
華
経
音
頭

　
　

・
題
目
踊
り

　
　

・
花
笠
踊
り

	

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

池
上
お
会
式　
素
晴
ら
し
い
人
波　
今
夜
、
電
車
は
終
夜
運
転

　

池
上
本
門
寺
の
お
会
式
は
、
カ
ラ
リ
と
晴
れ
た
十
二
日
朝
来
か
ら
賑
や
か
な
太
鼓
に
始
ま
つ
た
、
殊
に
本
年
は
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六
百
五
十
年
遠
忌
に
当
る
た
め
、
省
線
、
池
上
電
鉄
、
目
蒲
電
車
、
バ
ス
等
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
参
詣
客
は
例
年
の
倍
、

正
午
ま
で
に
八
万
人
を
突
破
す
る
と
い
ふ
人
波
だ
。

　

警
視
庁
で
は
池
上
小
学
校
に
警
戒
本
部
を
置
き
、
綱
島
監
察
官
総
指
揮
の
下
に
大
森
署
を
始
め
隣
接
各
署
か
ら
約
七
百

名
の
警
官
出
動
し
て
警
戒
に
当
る
外
、
防
疫
課
員
も
出
張
、
露
店
商
四
百
五
十
余
軒
の
一
せ
い
検
査
を
行
つ
た
、
尚
夜
間

に
か
け
て
は
一
層
人
出
が
増
加
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
の
で
、
万
一
の
事
故
を
慮
か
り
警
視
庁
で
は
老
人
婦
女
子
等
は
参

詣
を
控
へ
る
や
う
希
望
し
て
い
る
。
こ
の
夜
省
線
（
横
浜
、
横
須
賀
間
、
中
央
線
荻
窪
、
浅
川
間
を
除
く
）
及
び
目
蒲
、

池
上
、
京
浜
各
電
鉄
は
終
夜
運
転
で
あ
る
。

	

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

清
正
公
と
交
通
巡
査　
火
の
海
、
人
の
海
、
お
会
式
の
賑
ひ

　

十
二
日
は
秋
気
さ
わ
や
か
な
お
会
式
日
和
、
朝
か
ら
雑
た
ふ
し
た
池
上
本
門
寺
へ
夜
の
九
時
頃
に
は
樺
太
、
北
海

道
、
台
湾
そ
の
他
各
地
か
ら
二
百
五
十
余
の
万
灯
陸
続
と
し
て
繰
込
み
、
境
内
だ
け
の
万
灯
八
十
に
達
し
た
、
万
灯

に
は
清
正
公
あ
り
、
交
通
巡
査
あ
り
新
旧
と
り
ど
り
で
省
線
、
池
上
電
鉄
、
目
蒲
電
車
が
一
時
間
に
ど
ん
吐
す
る
数
約

二
万
五
千
、十
時
に
は
既
に
三
十
五
万
の
人
出
で
十
三
日
午
前
零
時
五
十
万
に
上
つ
た
と
い
ふ
、
こ
の
大
賑
は
ひ
に
警
戒

本
部
を
池
上
小
学
校
に
置
き
沿
道
一
帯
は
池
上
、
入
新
井
の
在
軍
、
青
年
団
、
消
防
隊
約
二
百
五
十
名
が
出
動
整
理
し
た

が
今
年
は
ま
と
ひ
を
持
つ
事
を
禁
じ
た
た
め
、
事
故
は
案
外
少
か
つ
た
が
そ
れ
で
も
さ
い
銭
泥
棒
六
十
名
エ
ロ
挙
動
不
審

四
十
件
迷
子
十
数
人
で
、
不
景
気
の
た
め
か
流
石
に
酔
つ
払
ひ
は
影
を
ひ
そ
め
た
。
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昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
十
月
十
四
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

さ
い
銭
一
万
円　
お
会
式
の
総
勘
定

　

十
二
日
池
上
お
会
式
の
総
勘
定
―
万
灯
の
数
は
二
四
一
本
（
昨
年
は
三
〇
一
本
）、
人
出
は
昨
年
よ
り
非
常
に
多
か
つ

た
が
、
本
堂
に
上
つ
た
お
さ
い
銭
は
昨
年
と
略
同
様
の
一
万
円
見
当
（
清
算
は
十
四
日
午
前
ま
で
か
か
る
、
人
出
が
多
い

と
却
て
お
さ
い
銭
が
減
る
、
人
出
と
反
比
例
、
混
雑
の
た
め
完
全
に
お
さ
い
銭
が
上
ら
れ
な
い
の
だ
）

　

警
察
事
故
は
泥
棒
三
十
七
件
、
す
り
三
件
、
エ
ロ
行
為
三
件
、
賭
博
六
件
、
喧
嘩
三
件
そ
の
他
で
総
計
七
十
件
、
十
三

日
朝
に
な
つ
て
も
ま
だ
親
許
が
わ
か
ら
な
い
迷
子
が
五
名
あ
る
。

	

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

人
出
五
十
万　
吉
例
お
会
式
の
賑
ひ

　

池
上
本
門
寺
が
東
京
市
の
一
名
所
と
な
つ
て
最
初
の
吉
例
お
会
式
は
十
二
日
早
朝
か
ら
相
変
ら
ず
の
賑
は
ひ
、
十
三
日

午
前
一
時
に
は
人
出
五
十
万
と
い
は
れ
打
ち
鳴
ら
す
う
ち
わ
太
鼓
は
お
山
も
動
く
ば
か
り
。
遠
く
朝
鮮
、
台
湾
、
北
海
道

か
ら
の
奇
特
な
信
者
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
万
灯
は
約
二
百
五
十
、
今
年
は
余
り
奇
抜
な
も
の
も
な
か
つ
た
が
こ
れ
も
例
に

よ
つ
て
品
川
付
近
か
ら
本
門
寺
ま
で
の
沿
道
は
夜
更
け
ま
で
見
物
で
埋
ま
つ
た
。
警
視
庁
の
警
戒
に
引
つ
か
か
つ
た
例
の

お
さ
い
銭
ど
ろ
は
捕
ま
つ
た
者
四
十
五
名
、
迷
子
四
十
八
名
、
負
傷
者
二
十
二
名
そ
の
他
は
お
山
を
汚
し
た
エ
ロ
犯
や
太

鼓
片
手
の
賭
博
な
ど
で
あ
つ
た
。
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太
鼓
を
持
つ
た
ま
ま
感
電
即
死

　

十
二
日
夜
八
時
頃
、
団
扇
太
鼓
だ
け
で
景
気
よ
く
本
門
寺
お
会
式
に
出
か
け
た
世
田
谷
区
内
の
ト
ビ
職
の
一
団
途
中

目
黒
区
清
水
町
三
九
五
先
の
畑
道
に
差
し
か
か
る
と
付
近
一
帯
が
停
電
し
て
真
暗
な
中
に
、
電
柱
と
電
柱
の
間
の
市
電

三
千
三
百
ボ
ル
ト
の
電
灯
送
電
線
が
切
れ
て
い
て
、
頭
上
か
ら
長
く
垂
れ
下
が
つ
て
い
た
、
そ
れ
に
引
つ
か
か
つ
た
の
が

一
団
中
の
世
田
谷
区
下
馬
一
の
二
四
二
太
田
友
吉
で
太
鼓
を
持
つ
た
ま
ま
友
達
の
驚
き
騒
ぐ
間
に
無
残
に
も
感
電
即
死
し

て
し
ま
つ
た
。
目
黒
署
は
市
電
側
の
工
事
粗
忽
と
し
て
厳
重
警
告
を
発
す
る
は
ず
。

	

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

新
東
京
の
喜
び
に
お
会
式
大
賑
ひ　
火
の
海
、
人
の
渦
！

　

秋
ば
れ
に
恵
ま
れ
て
き
の
ふ
お
会
式
は
早
朝
か
ら
大
変
な
人
出
―
池
上
町
も
立
派
な
東
京
市
大
森
区
、
日
蓮
様
も
同
じ

市
民
だ
と
い
ふ
喜
び
に
本
門
寺
は
じ
ま
つ
て
以
来
の
雑
踏
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
な
ど
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
押
し
か
け
て

境
内
だ
け
で
も
数
百
の
万
灯
に
埋
づ
め
尽
さ
れ
省
線
、
池
上
電
鉄
、
目
蒲
電
車
は
一
時
間
に
三
万
の
乗
降
客
、
十
一
時
に

は
約
五
十
万
の
人
が
本
門
寺
を
囲
ん
で
渦
巻
き
火
の
海
人
の
海
。

	

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
月
十
四
日　
読
売
新
聞
朝
刊

妙
法
寺
お
会
式　
人
出
十
万
！
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十
三
日
、
杉
並
区
堀
の
内
妙
法
寺
お
会
式
の
人
出
は
約
十
万
に
上
り
大
変
な
賑
ひ
で
あ
つ
た
、
中
野
署
で
は
妙
法
寺
境

内
に
、
杉
並
署
で
は
妙
法
寺
口
に
警
戒
本
部
を
置
き
交
通
整
理
に
当
っ
た
が
、
事
故
は
迷
子
十
八
件
負
傷
者
の
数
五
件
で

あ
つ
た
。

	
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
月
十
九
日　
読
売
新
聞
朝
刊

鬼
子
母
神
の
お
会
式

　

雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
の
お
会
式
の
人
出
は
十
八
日
午
後
十
時
半
頃
が
最
高
潮
に
達
し
無
慮
十
一
万
に
上
つ
た
。
こ
の
混

雑
中
に
同
四
十
分
か
ら
五
分
間
ば
か
り
付
近
一
帯
の
電
灯
が
停
電
し
た
の
で
一
時
は
大
騒
ぎ
を
演
じ
た
。

	

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
月
十
日　
読
売
新
聞
夕
刊

「
新
選
組
」
の
腕
試
し　
池
上
本
門
寺
の
警
戒
に
特
別
警
備
隊
乗
出
す

　

池
上
本
門
寺
の
お
会
式
は
来
る
十
二
日
に
挙
行
さ
れ
る
が
、
省
線
大
森
駅
か
ら
池
上
洗
足
池
に
至
る
沿
道
は
例
に
よ
つ

て
数
十
万
の
人
出
予
想
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
人
出
整
理
、
警
戒
の
た
め
警
視
庁
で
は
六
個
中
隊
（
一
個
中
隊
百
名
）
合
計

六
百
名
の
警
官
隊
を
沿
道
五
ヶ
所
に
配
置
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　

雑
踏
の
中
心
地
と
み
ら
れ
る
本
門
寺
境
内
付
近
に
は
、
山
門
下
の
池
上
第
二
小
学
校
を
大
隊
本
部
と
し
て
二
個
中
隊

二
百
名
が
こ
れ
に
直
属
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、
こ
の
二
個
中
隊
は
新
制
度
の
特
別
警
備
隊
が
当
た
っ
て
初
の
腕
試
め
し
を
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す
る
わ
け
で
あ
る
。

	
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
月
十
二
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

明
日
お
会
式

　

明
十
二
日
は
恒
例
の
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
、
殺
到
す
る
善
男
善
女
は
約
五
十
万
と
予
想
さ
れ
、
警
視
庁
で
は
例
に
よ

つ
て
大
森
、
久
松
、
両
国
三
署
か
ら
六
百
五
十
名
の
警
官
を
選
抜
警
戒
せ
し
め
、
宮
塚
新
特
別
警
備
隊
長
が
大
隊
長
と
し

て
警
戒
の
陣
頭
に
立
つ
、
威
勢
の
い
い
ま
と
ひ
は
今
年
も
御
法
度
で
見
ら
れ
ず
、
万
灯
も
「
一
人
で
持
ち
歩
き
出
来
る
も

の
」
と
限
定
さ
れ
て
い
る
、
省
電
は
じ
め
池
上
、
目
蒲
、
京
浜
各
私
鉄
は
終
夜
運
転
す
る
が
そ
の
他
の
交
通
機
関
は
当
日

午
後
二
時
か
ら
禁
止
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

	

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

雨
の
お
会
式

　

今
晩
の
お
会
式
を
ひ
か
へ
て
池
上
方
面
は
雨
の
小
降
り
に
な
つ
た
朝
八
時
頃
か
ら
段
々
参
詣
者
が
ふ
え
、
午
後
二
時
過

ぎ
ま
で
に
約
四
五
万
人
、
池
上
第
一
小
学
校
に
本
部
を
置
く
警
戒
陣
は
宮
脇
隊
長
の
率
い
る
三
個
中
隊
に
両
国
、
象
潟
、

久
松
三
署
か
ら
の
応
援
六
三
〇
人
の
警
官
を
加
へ
て
物
々
し
く
、
御
法
度
の
ま
と
ひ
を
没
収
さ
れ
た
兄
い
連
の
団
体
も
あ

つ
た
。
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昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
夕
刊

雨
の
お
会
式　
警
官
七
百
名
出
動

　

け
ふ
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
も
朝
か
ら
の
雨
に
降
り
込
め
ら
れ
て
参
詣
者
の
出
足
も
ぐ
つ
と
鈍
り
、
一
年
中
の
儲
け
を

け
ふ
一
日
で
上
げ
る
つ
も
り
の
沿
道
の
商
人
連
中
は
空
を
見
上
げ
て
雨
を
か
こ
つ
有
様
、
零
時
半
ま
で
の
参
詣
者
は
例
年

の
二
分
の
一
で
約
一
万
人
ぐ
ら
い
、
そ
れ
で
も
夜
に
入
れ
ば
お
山
を
囲
ん
で
万
灯
の
火
の
海
、
人
の
海
を
吐
き
起
す
こ
と

だ
ら
う
、
と
警
戒
員
も
い
つ
て
い
る
。

　

こ
の
日
警
視
庁
で
は
警
戒
の
た
め
本
部
を
石
段
下
の
小
学
校
に
置
き
、
先
ご
ろ
編
成
さ
れ
た
「
新
選
組
」
宮
嶋
隊
長
以

下
三
ヶ
中
隊
二
百
十
名
の
特
別
警
備
隊
が
出
動
し
て
ま
づ
初
陣
の
小
手
調
べ
、叩
け
ば
カ
ン
と
鳴
り
さ
う
な
元
気
で
あ
る
、

こ
の
ほ
か
各
署
か
ら
～
警
官
隊
詳
細
省
略
～
な
ほ
万
灯
は
例
年
祖
師
堂
ま
で
登
れ
た
が
、
一
般
参
詣
人
の
邪
魔
に
な
る
と

い
ふ
の
で
今
年
か
ら
は
石
段
下
ま
で
し
か
行
か
れ
な
い
。

	

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

東
京
音
頭
で
行
進
（
昨
夜
の
お
会
式
）

　

昼
間
は
雨
に
出
足
を
そ
が
れ
た
十
二
日
の
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
は
、
夜
に
い
つ
て
雨
が
上
つ
た
の
で
流
石
に
お
会
式

景
気
を
取
戻
し
ト
ト
ン
ト
ン
の
団
扇
太
鼓
は
本
門
寺
へ
！
本
門
寺
へ
！

　

大
森
、
蒲
田
、
池
上
の
三
駅
を
つ
な
ぐ
一
帯
の
空
は
物
凄
い
ば
か
り
の
夜
景
を
展
開
、
団
扇
太
鼓
の
乱
打
に
う
つ
か
り

調
子
が
出
過
ぎ
て
「
を
ど
り
を
ど
る
な
ら
」
の
東
京
音
頭
行
進
に
早
変
り
。
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警
視
庁
特
別
編
成
の
新
選
組
が
は
じ
め
て
出
動
し
た
が
、
警
官
連
も
人
波
に
も
ま
れ
て
提
灯
を
う
ち
振
つ
て
交
通
整
理

に
大
露
、
今
夜
零
時
ま
で
に
約
四
十
五
万
人
の
人
出
と
注
さ
れ
た
。

	
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

東
京
音
頭
も
飛
出
す　
人
出
四
十
四
万
、万
灯
百
の
淋
し
さ　
大
量
の
新
選
組
に
犯
罪
も
減
少

　

日
蓮
サ
マ
の
御
利
益
か
、
十
二
日
の
池
上
の
お
会
式
は
午
後
に
な
つ
て
雨
が
ど
う
や
ら
上
つ
た
の
で
夜
に
入
る
と
と
も

に
人
足
が
ぐ
つ
と
増
し
て
大
森
、
蒲
田
か
ら
池
上
一
帯
は
例
年
な
が
ら
灯
の
海
、
人
の
波
と
化
し
、
打
ち
な
ら
す
う
ち
は

太
鼓
で
お
山
も
揺
が
ん
ば
か
り
で
あ
つ
た
、
繰
込
ん
だ
万
灯
約
百
個
、
十
三
日
午
前
一
時
ま
で
の
人
出
約
四
十
四
万
人
で

昨
年
の
万
灯
二
百
五
十
、
人
出
五
十
万
に
比
べ
て
ひ
ど
い
減
り
方
。

　

こ
の
日
初
出
動
の
特
別
警
備
隊
の
い
か
め
し
い
警
戒
が
効
い
た
か
、
つ
き
も
の
の
犯
罪
も
少
な
く
賽
銭
ド
ロ
の
十
一
件

を
筆
頭
に
、
不
良
五
件
、
酔
つ
ぱ
ら
ひ
三
件
、
ス
リ
二
件
、
迷
子
二
件
等
合
計
三
十
余
件
が
本
門
寺
下
の
本
部
に
引
つ
か

か
つ
た
だ
け
、
大
体
に
い
つ
も
よ
り
も
淋
し
い
お
会
式
で
あ
つ
た
、
そ
の
う
ち
ち
ょ
つ
と
変
つ
た
と
こ
ろ
を
拾
ひ
あ
げ
る

と
ざ
つ
と
左
の
通
り
。

　

午
後
四
時
ご
ろ
例
の
「
死
な
う
」
団
の
一
団
十
四
名
が
本
堂
わ
き
に
黒
衣
白
鉢
巻
姿
で
真
日
蓮
主
義
の
パ
ン
フ
レ
ツ

ト
を
配
布
し
よ
う
と
し
た
が
「
死
な
う
」
の
文
字
が
当
局
の
忌
諱
に
ふ
れ
て
～
（
判
読
不
能
）
～
妻
は
る
子
は
芝
区
西

久
保
八
幡
町
二
五
睦
講
の
万
灯
の
屋
根
が
落
ち
て
頭
部
に
全
治
一
週
間
の
負
傷
▽
午
後
九
時
ご
ろ
石
段
の
下
に
店
を
開
い

て
い
た
本
所
区
向
島
一
ノ
九
九
海
老
澤
清
雄
の
屋
台
へ
提
灯
が
落
ち
て
セ
ル
ロ
イ
ド
の
お
も
ち
ゃ
三
百
個
が
ボ
ツ
と
燃
え

て
一
時
は
大
騒
ぎ
▽
お
山
の
上
で
は
お
題
目
を
う
ち
忘
れ
た
か
東
京
音
頭
を
歌
ふ
幾
組
か
が
現
れ
て
「
ヨ
イ
ヨ
イ
」
と
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一
九
三
三
年
を
色
ど
つ
た
。

　

児
童
虐
待
防
止
法
の
施
行
で
名
物
の
乞
食
の
中
か
ら
子
供
乞
食
が
姿
を
消
し
た
の
で
、
大
人
だ
け
で
「
歌
は
し
て
下
さ

い
よ
う
」
と
さ
か
ん
で
あ
つ
た
。

	
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
月
十
二
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

お
会
式
に
市
電
の
臨
時
運
転　
争
議
の
た
め
二
線
だ
け

　

十
二
日
の
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
を
控
へ
て
、
市
電
は
毎
年
幹
線
を
午
後
十
二
時
の
終
電
か
ら
一
時
間
延
長
し
て
翌
午

前
一
時
迄
運
転
す
る
慣
例
で
あ
つ
た
が
今
年
は
市
電
争
議
の
た
め
五
反
田
―
金
杉
橋
、品
川
―
浅
草
間
の
み
を
十
二
時
迄
、

一
時
間
延
長
す
る
予
定
で
あ
る
。

	

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
月
十
二
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

団
扇
太
鼓
の
音
勇
し　
池
上
本
門
寺
御
会
式
実
況　
後
九
時
関
東
名
物
の
初
中
継

　

今
夜
は
関
東
名
物
の
池
上
本
門
寺
御
会
式
で
あ
る
。
法
灯
連
綿
と
し
て
六
百
五
十
年
、
寺
門
栄
え
開
祖
日
蓮
聖
人
を
崇

仰
し
一
山
に
参
詣
す
る
人
々
は
昼
夜
を
か
け
て
実
に
百
万
に
上
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
華
や
か
に
飾
っ
た
名
物
の
万
灯
、

団
扇
太
鼓
に
向
ふ
鉢
巻
勇
み
の
姿
で
繰
り
込
む
若
人
、
さ
て
は
老
幼
た
だ
見
る
か
ら
非
常
時
に
相
応
し
い
賑
や
か
な
景
気

の
良
い
状
景
で
、
本
堂
に
は
香
煙
立
ち
こ
め
、
堂
を
埋
め
る
一
山
大
衆
や
参
篭
の
人
々
は
祖
訓
を
し
の
び
て
読
経
に
余
念
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が
な
い
。

　

Ａ
Ｋ
で
は
本
年
初
め
て
こ
の
関
東
行
事
中
、
名
物
の
王
座
で
あ
る
御
会
式
状
況
を
午
後
九
時
よ
り
山
内
各
所
に
マ
イ
ク

ロ
フ
ォ
ン
を
移
動
し
宗
門
伝
統
の
輝
き
を
、
全
国
に
中
継
放
送
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
尚
明
朝
は
八
時
か
ら
矢
張
り
同
所

よ
り
臨
滅
度
時
の
鐘
が
中
継
放
送
さ
れ
る
。

御
会
式
の
警
戒

　

例
年
約
五
、六
十
万
の
善
男
善
女
が
殺
到
す
る
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
も
今
十
二
日
に
迫
り
、
警
視
庁
で
は
本
門
寺
付

近
の
池
上
小
学
校
に
警
戒
本
部
を
設
け
約
一
千
名
が
警
戒
に
当
り
水
も
漏
ら
さ
ぬ
警
戒
陣
を
敷
く
事
に
な
つ
た
、
お
江
戸

の
名
残
り
の
ま
と
ひ
は
今
年
も
絶
対
駄
目
、
僅
か
に
万
灯
高
張
は
一
人
で
自
由
に
持
ち
歩
き
出
来
る
も
の
と
い
ふ
厳
重
な

取
締
り
振
り
で
あ
る
。

	

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

天
気
に
恵
ま
れ
た
本
門
寺
の
お
会
式　
現
代
意
識
も
織
交
ぜ
大
氾
濫

　

台
風
が
本
門
寺
を
除
け
て
十
二
日
の
お
会
式
は
ま
づ
お
天
気
？
「
ド
ン
ツ
ク
ド
ン
ツ
ク
一
貫
三
百
ど
う
で
も
い
い
」
連

中
が
ド
ッ
と
許
り
池
上
へ
押
し
か
け
る
、
本
門
寺
前
か
ら
坂
に
か
け
て
は
正
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
大
氾
濫
だ
、
道
ば
た

の
両
側
に
は
も
う
柿
の
店
が
ぎ
つ
し
り
と
並
ん
で
秋
の
深
さ
を
見
せ
る
、
山
の
上
に
は
一
番
駆
の
池
袋
長
栄
講
、
京
橋
五

日
講
等
の
大
万
灯
が
も
う
飾
ら
れ
て
太
鼓
、
団
扇
太
鼓
等
々
の
一
大
合
奏
だ
午
後
に
か
け
て
人
足
は
刻
々
に
増
し
て
い
つ

に
変
ら
ぬ
日
蓮
様
の
偉
大
さ
だ
が
、本
堂
裏
の
テ
ン
ト
か
ら
響
い
て
来
る
お
説
教
の
中
に「
…
一
九
三
五
・
六
年
の
危
機
…
」
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が
飛
び
出
し
た
り
「
暁
れ
皇
空
を
妙
法
の
力
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
は
ら
れ
て
い
た
り
…
チ
ョ
ッ
ピ
リ
現
代
の
呼
吸
が
見

ら
れ
る
。

	
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
夕
刊

賑
ふ
お
会
式

　

例
年
雨
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
も
、
こ
と
し
は
晴
天
に
恵
ま
れ
て
十
二
日
早
朝
か
ら
押
し
よ
せ
た

人
の
波
は
正
午
す
で
に
三
万
を
突
破
し
た
、
警
視
庁
で
は
大
森
署
の
一
個
中
隊
を
主
に
新
選
組
ほ
か
三
個
中
隊
七
百
余
名

の
警
官
を
動
員
し
て
石
段
下
の
池
上
小
学
校
を
本
部
に
沿
道
各
所
の
警
戒
に
つ
と
め
て
い
る
が
参
詣
人
は
刻
々
増
加
し
て

行
き
、
夜
に
入
っ
て
の
超
混
雑
を
思
は
せ
て
い
る
。

	

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

法
悦
の
響
を
伝
へ
る　
臨
滅
度
時
の
鐘　
前
八
時
、
池
上
本
門
寺
本
堂
よ
り

　

団
扇
太
鼓
と
唱
題
に
賑
や
か
な
一
夜
を
明
か
し
た
池
上
本
門
寺
で
は
本
日
午
前
八
時
よ
り
同
宗
門
の
重
き
行
事
で
あ

る
御
会
式
法
要
の
「
臨
滅
度
時
の
鐘
」
の
推
鐘
が
同
寺
貫
首
大
僧
正
酒
井
日
愼
師
が
一
山
大
衆
百
余
名
を
率
い
て
盛
大

に
厳
修
さ
れ
る
、
こ
の
鐘
は
開
祖
聖
人
が
入
滅
さ
る
る
時
、
初
め
て
打
た
れ
哀
愁
を
伝
へ
ら
れ
た
由
緒
あ
る
鐘
で
、
法
灯

六
百
五
十
年
宗
門
の
隆
盛
と
共
に
名
宝
と
し
て
代
々
秘
蔵
継
承
さ
れ
て
い
る
。
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Ａ
Ｋ
で
は
前
夜
山
内
に
お
け
る
賑
や
か
な
情
景
を
放
送
し
て
初
め
て
関
東
一
の
名
物
を
紹
介
し
た
が
、
更
に
本
日
午
前

八
時
よ
り
本
堂
か
ら
御
会
式
法
要
状
況
を
中
継
放
送
し
て
全
国
幾
百
万
の
信
徒
の
た
め
冥
加
の
福
音
を
伝
へ
る
こ
と
と
な

つ
た
、
な
ほ
当
日
の
法
要
順
序
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
～
（
以
下
省
略
）

雨
の
御
会
式
人
出
百
万
人

　

吉
例
の
雨
は
降
っ
た
が
御
会
式
の
人
出
は
十
三
日
午
前
零
時
現
在
六
十
九
万
七
千
人
、
夜
明
け
ま
で
に
は
百
万
の
人
出

と
見
て
警
視
庁
で
は
警
戒
に
努
め
た
が
例
に
よ
っ
て
本
門
寺
の
混
雑
は
流
石
に
名
物
、
警
戒
本
部
で
検
挙
し
た
お
賽
銭
泥

棒
二
十
八
人
、
団
扇
太
鼓
片
手
の
賭
博
十
五
件
、
タ
カ
リ
四
件
、
ス
リ
四
件
例
年
に
比
べ
て
は
平
静
で
あ
っ
た
。

	

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

人
出
七
十
万　
雨
の
お
会
式
大
景
気

　

十
二
日
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
は
恒
例
の
雨
が
一
時
シ
ョ
ボ
つ
い
て
お
山
も
雨
も
グ
シ
ョ
グ
シ
ョ
だ
が
、
意
気
は
相
変

わ
ら
ず
盛
ん
！
「
へ
ん
！
張
子
の
虎
ぢ
ゃ
あ
る
め
え
し
雨
が
何
で
え
」「
雨
の
中
で
ぶ
つ
た
た
く
江
戸
っ
子
の
太
鼓
を
聞

い
て
く
ん
ね
え
」
と
い
つ
た
調
子
。

　

日
暮
れ
る
と
共
に
団
扇
太
鼓
の
音
は
愈
々
激
烈
、
昼
間
の
老
人
や
女
子
供
と
入
れ
代
つ
て
雨
具
に
身
を
固
め
た
哥
兄
連

や
尻
ぱ
し
よ
り
の
姐
御
た
ち
が
ど
ん
つ
く
ど
ん
つ
く
繰
り
込
ん
で
そ
こ
へ
万
灯
の
山
入
り
だ
！

　

今
暁
零
時
ま
で
の
参
詣
人
は
ざ
つ
と
七
十
万
人
、
山
内
に
並
ん
だ
万
灯
高
張
提
灯
が
五
一
二
個
、
去
年
の
四
十
五
万
人

に
く
ら
べ
て
二
十
五
万
人
の
増
加
、
大
小
幾
つ
の
伽
藍
に
は
お
賽
銭
が
褐
色
の
小
山
を
築
い
て
、
之
を
盗
も
う
と
し
た
バ
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チ
ア
タ
リ
が
二
十
八
人
も
捕
ま
つ
た
。

	
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
月
十
四
日　
読
売
新
聞
朝
刊

妙
法
寺
の
お
会
式

　

池
上
本
門
寺
の
お
会
式
に
引
つ
づ
い
て
杉
並
区
堀
の
内
妙
法
寺
の
お
会
式
は
十
三
日
、
秋
日
和
の
好
天
気
に
恵
ま
れ
て

団
扇
太
鼓
の
音
も
勇
ま
し
く
お
題
目
に
、
さ
て
は
名
物
の
万
灯
を
担
い
で
に
ぎ
や
か
に
繰
り
込
ん
だ
人
出
は
午
後
十
時
の

頂
点
に
は
二
十
万
と
い
わ
れ
、
一
山
大
衆
で
境
内
は
身
動
き
も
出
来
ぬ
雑
踏
を
見
せ
た
、
こ
の
た
め
バ
ス
堀
の
内
妙
法
寺

間
は
運
転
中
止
と
な
り
杉
並
署
で
は
署
長
以
下
総
出
動
で
警
戒
に
当
っ
た
、
な
ほ
こ
の
日
の
事
故
は
迷
子
十
八
件
、
喧
嘩

一
件
、
ス
リ
一
件
あ
つ
た
。

	

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

け
ふ
は
お
会
式　
お
題
目
沸
騰　
本
門
寺
興
奮
狂
騒
曲

　

今
夜
は
お
会
式
だ
―
十
二
日
早
朝
か
ら
ド
ン
ツ
ク
ド
ン
ツ
ク
と
団
扇
太
鼓
の
響
き
が
街
か
ら
街
へ
奔
流
す
る
、
聖
地
の

池
上
を
目
指
し
て
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
お
題
目
の
行
列
が
雨
上
が
り
の
泥
道
を
蹴
散
ら
し
て
続
く
、
続
く
、
本
門
寺

は
お
昼
前
か
ら
も
う
数
万
の
物
凄
い
人
出
で
「
有
難
い
」
程
、
わ
め
き
合
ひ
ひ
し
め
き
合
つ
て
い
る
、
午
後
一
時
本
門
寺

傍
の
池
上
小
学
校
で
は
警
視
庁
の
特
別
警
備
本
部
が
一
斉
招
集
さ
れ
岩
城
監
察
官
指
揮
の
警
官
隊
八
百
名
が
外
套
を
肩
に
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提
灯
を
腰
に
珍
武
装
物
々
し
く
新
選
組
の
六
尺
棒
も
交
つ
て
部
署
に
つ
く
潮
の
如
く
高
ま
る
太
鼓
の
響
、お
題
目
の
歓
呼
、

気
の
早
い
万
灯
が
門
前
に
勢
揃
ひ
し
て
日
の
暮
れ
る
の
を
待
つ
て
い
る
、
ド
ン
ツ
ク
ド
ン
ツ
ク
ド
ン
ド
ン
ツ
ク
ツ
ク
耳
を

聾
す
る
喊
声
の
中
に
聖
夜
の
狂
騒
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
往
つ
た
。

	
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
夕
刊

お
会
式
沸
騰　
天
気
と
半
ど
ん
の
人
足　
沿
道
に
ド
ン
ツ
ク
パ
レ
ー
ド

　

ド
ン
ツ
ク
ド
ン
ド
ン
南
無
妙
法
蓮
華
経
…
け
ふ
は
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
、
気
づ
か
は
れ
た
夜
来
の
雨
も
ど
う
や
ら
晴

れ
て
未
明
か
ら
押
し
か
け
た
善
男
善
女
で
市
内
は
足
の
踏
み
場
も
な
い
雑
踏
を
呈
し
、
池
上
電
車
や
省
線
蒲
田
、
大
森
の

両
駅
は
大
変
な
景
気
、
殊
に
土
曜
か
ら
日
曜
に
重
つ
て
百
万
の
人
出
を
予
想
さ
れ
沿
道
を
埋
め
尽
し
た
露
店
の
客
を
呼
ぶ

声
を
打
ち
消
す
や
う
に
団
扇
太
鼓
の
団
体
が
次
か
ら
次
へ
と
雪
崩
れ
こ
む
。

　

そ
の
中
を
若
衆
連
の
気
の
早
い
万
灯
が
朝
つ
ぱ
ら
か
ら
続
々
と
練
り
込
む
、
こ
の
調
子
で
夕
刻
か
ら
夜
半
に
か
け
て
全

市
か
ら
集
ま
る
万
灯
、
団
扇
太
鼓
の
洪
水
は
池
上
一
帯
に
氾
濫
し
山
内
の
お
こ
も
り
五
千
人
が
加
は
つ
て
ド
ン
ツ
ク
ド
ン

ツ
ク
お
会
式
は
最
高
潮
に
達
す
る
の
だ
。

　

こ
の
雑
踏
に
備
へ
て
警
視
庁
並
び
に
地
元
の
大
森
、
荏
原
、
蒲
田
、
品
川
各
署
か
ら
七
百
数
十
名
の
警
備
隊
が
出
動
し

て
警
戒
に
あ
た
つ
て
い
る
、
早
く
も
午
前
中
の
迷
ひ
子
二
人
賽
銭
泥
棒
三
件
で
事
故
は
こ
れ
か
ら
…
…
。
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昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

万
灯
も
新
型

　

江
戸
の
姿
を
残
す
風
物
詩
、
十
二
日
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
―
十
三
日
午
前
一
時
現
在
で
人
浪
五
十
三
万
と
い
ふ
警
戒

本
部
の
発
表
だ
、
池
上
駅
か
ら
本
門
寺
の
間
で
雪
崩
を
打
つ
た
人
波
で
夜
店
の
お
で
ん
屋
、
柿
屋
、
団
扇
太
鼓
屋
が
十
軒

ば
か
り
軒
並
に
押
つ
ぶ
さ
れ
た
、
万
灯
は
去
年
は
百
五
十
か
ら
出
た
が
今
年
は
百
十
位
に
な
つ
た
、
蝋
燭
を
と
も
し
た
万

灯
が
少
な
く
殆
ど
電
化
し
た
の
も
御
時
勢
だ
、
十
三
日
午
前
一
時
現
在
の
事
故
は
か
っ
ぱ
ら
い
三
十
三
件
、
賽
銭
泥
五
件
、

ス
リ
六
件
、
迷
ひ
児
二
十
件
、
泥
酔
者
五
件
。

	

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

三
五
年
時
代
模
様
の
お
会
式

団
扇
太
鼓
と
大
万
灯
と
お
題
目
が
奏
で
る
狂
騒
曲
の
渦
か
ら
拾
ひ
あ
げ
た
三
五
年
の
「
時
代
模
様
お
会
式
の
姿
」

ル
ツ
ク
背
中
の
ハ
イ
キ
ン
グ
男
や
ス
ポ
ー
ツ
嬢
、
洋
装
マ
マ

　

山
上
山
下
人
の
波
に
呑
ま
れ
て
池
上
本
門
寺
の
祖
師
堂
さ
し
て
の
ぼ
る
胸
突
き
四
町
の
石
段
が
三
時
間
も
か
か
ら
う
と

い
ふ
大
雑
踏
の
整
理
に
は
さ
す
が
訓
練
さ
れ
た
新
選
組
は
じ
め
各
署
選
り
抜
き
の
交
通
巡
査
氏
も
悲
鳴
を
あ
げ
る
、
な
か

に
一
際
め
だ
つ
て
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
が
法
衣
を
纏
つ
た
山
内
整
理
の
坊
さ
ん
で
あ
る
、
本
門
寺
の
提
灯
を
片
手
に
棒

杭
の
う
へ
に
ス
ツ
ク
と
立
つ
て
辻
説
法
の
日
蓮
の
や
う
な
形
で
群
衆
を
睨
め
下
し
て
声
高
ら
か
に
「
ナ
ム
・
ミ
ョ
ウ
・
ホ
ー

レ
ン
ゲ
キ
ョ
オ
ー
」
と
や
る
と
押
し
あ
ひ
へ
し
あ
ふ
連
中
も
ピ
タ
リ
と
止
ま
る
、
お
題
目
の
効
顕
は
あ
ら
た
か
で
あ
る
。
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赤
、
青
、
黄
、
い
ろ
と
り
ど
り
の
鉢
巻
き
襷
で
踊
り
狂
つ
て
景
気
よ
く
繰
り
込
ん
で
く
る
威
勢
の
い
い
の
が
あ
と
か
ら

白
装
束
の
男
が
直
径
三
尺
く
ら
い
の
大
団
扇
太
鼓
を
鳴
ら
し
な
が
ら
悠
々
と
上
つ
て
く
る
、
み
る
と
背
中
リ
ュ
ツ
ク
サ
ツ

ク
、
こ
の
男
ハ
イ
キ
ン
グ
の
帰
り
ら
し
い
「
リ
ュ
ツ
ク
サ
ツ
ク
の
中
は
食
料
品
で
す
か
」
と
き
く
と
「
滅
相
な
！
経
文
が

納
め
て
ご
ざ
る
ゾ
」
と
大
事
そ
う
に
背
中
に
手
を
や
つ
た
。

　

自
慢
の
大
万
灯
が
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
続
い
て
く
る
な
か
に
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の
や
う
に
明
滅
し
な
が
ら
揺
れ
て
く
る
大

万
灯
こ
れ
は
蝋
燭
な
ら
ぬ
豆
電
気
が
数
十
個
と
り
つ
け
て
あ
る
斬
新
な
万
灯
だ
が
、
こ
れ
を
鮮
か
に
明
滅
さ
せ
る
た
め
に

汗
み
づ
く
で
苦
労
し
て
い
る
男
が
い
る
、
向
ふ
鉢
巻
で
担
い
で
い
る
男
の
傍
ら
に
丸
く
な
つ
て
く
つ
つ
い
て
い
る
男
、
そ

の
背
中
に
大
き
な
電
池
が
背
負
は
さ
れ
て
い
て
、
コ
ー
ド
が
万
灯
に
つ
づ
い
て
い
る
、
万
灯
の
動
く
通
り
動
き
な
が
ら
始

終
ボ
タ
ン
を
お
し
て
電
気
を
明
滅
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　

本
堂
の
か
た
は
ら
大
黒
天
の
御
堂
の
な
か
で
数
十
人
の
男
女
が
団
扇
太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
、
そ
の
音
頭
を
と
る
の
が

大
太
鼓
、
太
い
撥
で
皮
も
破
れ
よ
と
叩
い
て
い
る
の
が
十
八
、九
歳
妙
齢
の
お
嬢
さ
ん
だ
か
ら
見
物
人
が
大
変
だ
、
紅
の

袂
を
調
へ
し
て
ド
ン
ツ
ク
ド
ン
ツ
ク
た
た
い
て
い
た
お
嬢
さ
ん
、
姉
さ
ん
ら
し
い
の
と
交
替
し
て
汗
を
拭
き
な
が
ら
「
と

て
も
い
い
運
動
に
な
る
わ
」
彼
女
の
場
合
、
お
会
式
も
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ら
し
い
、
水
兵
服
の
可
愛
い
信
者
の
手
に

し
た
団
扇
太
鼓
に
法
華
の
マ
ー
ク
の
か
は
り
に
ミ
ツ
キ
・
マ
ウ
ス
や
ベ
テ
イ
・
ブ
ー
ブ
が
つ
い
て
い
る
と
思
つ
た
ら
パ
パ

は
マ
ド
ロ
ス
パ
イ
プ
に
ス
テ
ツ
キ
、
マ
マ
は
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
洋
装
だ
つ
た
。

　

こ
の
夜
の
人
出
、
今
暁
一
時
現
在
で
五
十
三
万
四
千
人
、
夜
明
け
ま
で
に
は
百
万
人
突
破
の
予
想
、
事
故
は
窃
盗
十
四

件
、
賽
銭
泥
棒
三
十
三
件
、
ス
リ
六
件
、
詐
欺
二
件
、
迷
子
二
十
件
。
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昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
一
月
十
五
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

江
戸
っ
子
の
柿　
キ
ザ
柿
で
隠
れ
も
な
い　
大
衆
向
き
枝
付
禅
寺
丸
物
語

　

風
味
と
い
ひ
、
形
と
い
ひ
、
色
沢
と
い
ひ
柿
は
日
本
が
世
界
一
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
種
類
も
多
い
。
中
に
も
富
有
、
次

郎
、
御
所
な
ど
は
最
も
優
れ
た
も
の
で
、
従
っ
て
市
場
価
値
も
高
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
、
殊
に
東
京
で
は
高
級
品
に

な
っ
て
い
る
。

　

一
般
大
衆
の
口
に
の
ぼ
る
の
は
何
と
い
っ
て
も
禅
寺
丸
で
あ
ら
う
。
本
門
寺
の
お
会
式
の
土
産
に
、
太
鼓
と
共
に
か
つ

い
で
帰
る
枝
柿
が
こ
の
禅
寺
丸
で
あ
る
。
～
（
以
下
、
柿
の
記
事
省
略
）

	

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
九
月
七
日　
読
売
新
聞
朝
刊

お
会
式
序
奏　
ド
ン
ツ
ク
統
制
へ　
三
拍
子
あ
ら
た
め
二
拍
子
に　
流
行
唄
入
り
の
賑
や
か
さ

　

南
無
妙
法
蓮
華
経
ど
ん
つ
く
ど
ん
…
…
東
都
名
物
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
が
近
づ
い
て
今
年
は
何
か
時
代
的
な
新
機
軸

を
出
さ
う
と
坊
さ
ん
達
が
思
案
の
挙
句
、
佛
の
道
も
御
時
勢
ぢ
ゃ
と
商
売
気
を
出
し
て
ビ
ク
タ
ー
の
市
丸
さ
ん
、
小
野
巡

君
ま
で
ま
で
狩
り
出
し
て
お
祖
師
様
も
浮
れ
出
し
さ
う
な
「
お
会
式
音
頭
」
踊
り
、
さ
て
は
「
お
会
式
行
進
曲
」
で
ド
ン

ツ
ク
調
子
へ
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
つ
た
が
更
に
何
事
も
統
制
ば
や
り
の
今
日
、
一
つ
こ
れ
ま
で
て
ん
で
勝
手
だ
っ
た

団
扇
太
鼓
の
叩
き
方
も
統
制
し
よ
う
と“

ド
ン
ツ
ク
統
制”
を
中
心
に
お
会
式
座
談
会
を
六
日
午
後
一
時
か
ら
本
門
寺
の

本
堂
に
開
い
た
。

　

酒
井
貫
主
以
下
の
日
蓮
宗
の
お
偉
ら
方
が
円
頭
を
蒐
め
て
智
慧
を
し
ぼ
つ
た
す
え
、
往
来
の
ド
ン
ツ
ク
は
三
拍
子
で
テ
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ン
ポ
が
の
ろ
く
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
ふ
の
で
こ
れ
を
一
拍
子
あ
げ
て
二
拍
子
の
急
テ
ン
ポ
に
改
め
る
こ
と
に
き

め
、
三
時
か
ら
は
踊
の
練
習
に
移
つ
て
本
堂
に
池
上
日
曜
学
校
の
可
愛
い
子
供
を
集
め
て
「
こ
ど
も
の
お
会
式
、
テ
レ
ツ

ク
テ
ン
、
万
灯
の
お
練
り
だ
、
お
通
り
ぢ
ゃ
…
」
と
振
付
の
加
来
琢
磨
氏
が
大
汗
ダ
ク
。

　

六
時
か
ら
は
「
団
扇
太
鼓
の
調
子
に
惚
れ
て
、
来
い
と
い
ふ
な
ら
、
コ
ラ
シ
ョ
…
」
と
市
丸
さ
ん
の
く
だ
け
た
レ
コ
ー

ド
に
合
は
せ
て
講
中
の
人
た
ち
が
坊
さ
ん
と
一
緒
に
手
ふ
り
足
ど
り
面
白
く
八
時
ご
ろ
ま
で
新
時
代
お
会
式
の
前
奏
曲
を

踊
り
ぬ
い
た
。

	

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
月
十
一
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

記
念
ス
タ
ム
プ　
新
文
展
と
お
会
式
に

　

記
念
ス
タ
ム
プ
蒐
集
マ
ニ
ヤ
に
と
つ
て
秋
の
催
し
は
そ
の
食
指
を
充
す
に
足
る
と
云
ふ
も
の
で
す
、
上
野
の
秋
を
飾
る

文
部
省
美
術
展
覧
会
の
記
念
ス
タ
ム
プ
が
出
来
ま
し
た
、
美
の
神
ヴ
イ
ナ
ス
の
像
に
府
美
術
館
を
配
し
た
ス
マ
ー
ト
な
も

の
、
来
月
二
十
三
日
ま
で
会
場
内
の
下
谷
郵
便
局
臨
時
出
張
所
で
押
捺
し
ま
す
、
ま
た
万
灯
行
進
を
つ
づ
け
る
十
二
日
の

池
上
本
門
寺
の
お
会
式
、
こ
の
方
は
同
日
か
ら
十
三
日
の
朝
ま
で
徹
宵
で
二
種
類
の
記
念
ス
タ
ム
プ
を
本
門
寺
奥
院
前
で

捺
し
て
く
れ
ま
す
。



―　33　―

	

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
月
十
一
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

お
会
式
迫
る　
万
灯
行
進
今
年
は
新
道

　

天
気
さ
へ
よ
け
れ
ば
七
十
万
の
人
出
を
予
想
さ
れ
る
十
二
日
の
池
上
本
門
寺
の
「
お
会
式
」
に
備
へ
て
警
視
庁
で
は
十

日
午
前
九
時
か
ら
大
森
、
大
崎
、
荏
原
、
蒲
田
、
東
調
布
、
四
谷
、
京
橋
、
亀
戸
の
関
係
各
署
長
を
招
集
警
戒
方
針
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　

当
日
は
池
上
第
二
小
学
校
に
警
戒
本
部
を
置
き
岡
崎
監
察
官
の
指
揮
下
に
前
記
八
署
の
他
に
特
別
警
備
隊
、
各
署
交
通

係
を
動
員
合
計
七
百
五
十
名
の
警
官
を
繰
出
し
て
水
も
漏
ら
さ
ぬ
警
戒
陣
を
布
く
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

万
灯
の
行
進
は
例
年
の
旧
道
を
廃
し
、
今
年
は
大
森
か
ら
新
道
を
通
つ
て
本
門
寺
に
向
は
せ
出
来
る
だ
け
雑
踏
を
避
け

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

	

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
夕
刊

統
制
と
急
テ
ン
ポ　
け
ふ
か
ら
ド
ン
ツ
ク
音
頭　
円
タ
ク
で
万
灯
百
五
十

　
「
統
制
」
と
「
急
テ
ン
ポ
」
の
時
代
の
二
色
を
き
つ
か
り
と
塗
り
あ
げ
て
、け
ふ
（
十
二
日
）
か
ら
お
会
式
開
幕
で
あ
る
、

降
り
み
降
ら
ず
み
、
い
つ
も
な
ら
ば
趣
向
自
慢
の
万
灯
の
濡
れ
る
の
を
気
に
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
統
制
時
代
の
気
安
さ
は
、

警
視
庁
の
旦
那
衆
の
御
命
令
ど
ほ
り
「
一
人
で
持
て
る
大
き
さ
」
の
「
風
俗
公
安
を
害
さ
な
い
程
度
」
の
万
灯
を
、
そ
れ

も
途
中
の
ド
ン
ツ
ク
行
列
を
遠
慮
し
て
円
タ
ク
で
池
上
本
門
寺
へ
運
び
こ
ん
だ
、
そ
の
数
は
百
五
十
あ
ま
り
。

　

有
名
な
神
田
八
講
の
連
中
は
お
祖
師
様
一
代
記
を
高
さ
一
丈
の
三
本
の
万
灯
に
描
い
た
が
、
こ
れ
は
ト
ラ
ツ
ク
で
池
上
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へ
は
こ
ん
だ
、
ま
る
で
お
引
越
し
み
た
い
な
お
会
式
で
…
そ
こ
で
香
煙
燻
る
本
門
寺
さ
ぞ
や
ド
ン
ツ
ク
の
す
さ
ま
じ
い
反

響
で
あ
ら
う
、
と
お
も
ふ
と
、
い
つ
も
の
三
拍
子
の
間
の
抜
け
た
ド
ン
ツ
ク
ド
ン
ド
ン
ツ
ク
ツ
ク
…
が
、
急
テ
ン
ポ
の
二

拍
子
に
統
制
さ
れ
て
ド
ン
ド
ン
ツ
ク
ツ
ク
…
と
時
代
の
テ
ン
ポ
を
団
扇
太
鼓
に
う
ち
出
し
て
い
る
。

	
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

お
会
式
の
大
交
響
楽

　

池
上
本
門
寺
の
お
会
式
―
十
二
日
の
雨
も
よ
ひ
に
も
め
げ
ず
朝
か
ら
ド
ン
ツ
ク
ド
ン
ド
ン
と
賑
や
か
な
人
の
流
れ
、
夜

に
入
る
と
例
の
大
万
灯
が
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
新
舗
装
道
路
を
練
り
午
後
十
一
時
迄
の
人
出
七
十
万
、万
灯
は
四
十
二
、
高

張
は
十
八
、
迷
子
は
二
十
一
人
そ
れ
に
賽
銭
泥
も
二
十
五
人
捕
る
騒
ぎ
、
な
ほ
こ
れ
に
次
い
で
の
雑
踏
を
予
想
さ
れ
る
杉

並
区
妙
法
寺
お
会
式
は
十
三
日
に
行
は
れ
る
。

	

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

雨
に
寂
れ
た
お
会
式　
人
出
四
十
万

　

十
二
日
夜
の
ド
ン
ツ
ク
お
会
式
は
雨
も
よ
ひ
の
空
が
た
う
と
う
八
時
ご
ろ
か
ら
大
降
り
に
な
つ
た
が
、
さ
す
が
に
本

門
寺
の
人
出
は
十
三
日
午
前
一
時
ま
で
に
三
十
九
万
四
千
人
に
達
し
た
が
、
統
制
に
た
た
ら
れ
た
か
高
張
、
万
灯
の
数

は
合
計
八
十
六
で
例
年
に
く
ら
べ
る
と
淋
し
か
つ
た
、
大
森
署
の
昼
夜
の
事
故
録
に
よ
る
と
迷
ひ
子
三
十
五
人
、
賽
銭
泥
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三
十
四
件
、
ス
リ
四
件
等
で
あ
つ
た
。

	
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
八
月
二
十
四
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

お
お
力
強
い
お
会
式
の
群
衆
よ
！　
親
日
外
交
官
モ
氏
・
送
別
の
辞

　

親
日
外
交
官
と
し
て
有
名
で
あ
る
と
共
に
、
隠
れ
た
日
蓮
宗
の
篤
信
家
で
あ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
公
使
ア
ル
ペ
レ
ス
・
モ

ン
テ
ネ
グ
ロ
氏
が
来
月
十
八
日
、
賜
暇
帰
国
す
る
に
当
り
日
蓮
宗
宗
務
院
社
会
課
主
催
で
そ
の
送
別
祈
祷
会
が
二
十
三
日

午
後
五
時
半
か
ら
池
上
本
門
寺
で
ひ
ら
か
れ
た
。
白
の
服
に
長
身
を
包
み
、
浅
黒
く
日
焼
け
し
た
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
氏
は
数

珠
を
つ
ま
ぐ
り
な
が
ら
終
始
黙
々
と
し
て
酒
井
日
慎
大
僧
正
の
下
に
祈
祷
を
さ
さ
げ
た
が
、
終
つ
た
本
門
寺
か
ら
記
念
の

念
珠
を
贈
ら
れ
ニ
コ
ヤ
カ
な
微
笑
を
た
た
へ
て
自
分
が
日
蓮
宗
を
信
ず
る
に
至
っ
た
因
縁
を
述
べ
た
。

「
私
は
非
常
に
勝
気
な
強
情
な
男
で
す
が
そ
の
私
が
一
九
三
一
年
十
月
十
二
日
の
日
は
自
分
で
も
ど
う
し
て
よ
い
か
判
ら

ぬ
程
自
分
を
失
つ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
故
国
の
父
リ
ヤ
ス
の
死
亡
通
知
を
こ
の
日
受
け
、
そ
れ
を
自
分
と
共
に
日
本
に

来
た
母
ア
ン
ヘ
ラ
に
ど
う
し
て
知
ら
せ
よ
う
か
と
思
ひ
悩
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
時
図
ら
ず
も
当
本
門
寺
の
山
内
を

逍
遥
し
、
あ
の
力
強
い
お
会
式
に
集
る
群
衆
の
姿
を
見
た
の
で
し
た
。
以
来
及
ば
ず
乍
ら
日
蓮
上
人
の
研
究
を
し
、
日
蓮

宗
の
中
に
日
本
人
の
精
神
の
強
さ
に
触
れ
た
の
で
す
」

　

父
の
死
と
共
に
日
蓮
宗
を
知
っ
た
同
氏
は
以
来
七
年
間
、
日
蓮
宗
の
社
会
事
業
の
た
め
毎
年
多
大
の
寄
付
を
す
る
と
共

に
種
々
の
後
援
を
続
け
て
い
た
も
の
、
次
い
で
酒
井
大
僧
正
以
下
の
僧
侶
た
ち
と
共
に
精
進
料
理
で
送
別
の
宴
を
張
つ
た

が
、
盃
を
傾
け
る
と
共
に
同
氏
は
い
よ
い
よ
日
本
に
対
す
る
親
愛
の
情
を
示
し
故
国
に
帰
つ
た
ら
是
非
、
日
本
の
日
蓮
上

人
に
つ
い
て
国
中
を
講
演
行
脚
を
し
て
回
る
つ
も
り
だ
と
語
っ
た
。
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昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

非
常
時
お
会
式　
正
午
既
に
八
万

　

十
二
日
は
恒
例
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
、
早
朝
か
ら
勇
ま
し
い
太
鼓
の
音
が
響
き
渡
り
、
続
々
と
押
し
寄
せ
る
参
詣
者

の
群
は
正
午
既
に
八
万
人
を
数
へ
た
。

　

警
視
庁
の
警
戒
陣
は
午
前
中
大
森
署
か
ら
警
官
百
名
が
出
動
、
午
後
か
ら
夜
に
か
け
て
山
下
監
察
官
以
下
各
署
か
ら
動

員
さ
れ
た
六
百
五
十
名
の
警
官
が
配
置
さ
れ
た
が
、
事
変
の
関
係
も
あ
り
参
詣
者
は
例
年
の
七
十
万
内
外
を
突
破
す
る
だ

ら
う
と
見
て
事
故
防
止
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。

	

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
夕
刊

軍
国
調
の
お
会
式　
け
ふ
の
賑
は
ひ

　

帝
都
秋
の
年
中
行
事
―
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
は
十
二
日
朝
か
ら
開
幕
、
山
門
に
は
皇
軍
の
武
運
長
久
、
皇
国
の
国
威

発
揚
祈
願
の
幟
旗
二
本
が
雨
催
ひ
の
空
の
下
に
白
く
鮮
や
か
、
早
朝
か
ら
応
召
兵
の
家
族
ら
し
い
老
婆
が
、
子
供
を
負
つ

た
お
内
儀
さ
ん
が
、
新
妻
ら
し
い
女
た
ち
が
、
夫
の
、
息
子
の
武
運
を
祈
つ
て
お
題
目
を
唱
へ
な
が
ら
非
常
時
調
の
ド
ン

ツ
ク
、
ド
ン
ツ
ク
の
太
鼓
の
音
に
吸
ひ
こ
ま
れ
る
や
う
本
堂
に
つ
め
か
け
る
。

　

正
午
ま
で
に
約
十
万
人
道
端
に
ぎ
つ
し
り
と
並
ん
だ
店
に
は
柿
の
色
も
美
し
く
戦
火
の
北
支
の
秋
を
偲
ば
せ
ど
れ
も
こ

れ
も
事
変
調
で
あ
る
こ
の
日
大
森
署
を
中
枢
と
し
て
田
園
調
布
ほ
か
五
署
の
応
援
巡
査
、
警
視
庁
新
選
組
が
出
動
し
て
警

戒
陣
を
布
く
な
か
に
ド
ン
ツ
ク
、
ド
ン
ツ
ク
、
暴
支
膺
懲
ド
ン
ツ
ク
、
非
常
時
克
服
ド
ン
ツ
ク
、
武
運
長
久
ド
ン
ツ
ク
が
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急
階
調
に
高
つ
て
行
く
。

	
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

非
常
時
お
会
式

　

き
の
ふ
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
は
雨
の
中
を
例
に
よ
つ
て
ド
ン
ツ
ク
ド
ン
ツ
ク
の
人
波
、
万
灯
、
高
張
提
灯
も
皇
軍
万

歳
・
暴
支
膺
懲
・
等
と
大
書
し
た
非
常
時
色
。

　

例
の
団
扇
太
鼓
は
軍
歌
早
替
り
、
夕
方
か
ら
雨
も
晴
れ
人
の
波
は
愈
々
勢
ひ
を
増
し
今
暁
一
時
ま
で
ざ
つ
と
四
十
万
。

	

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
月
九
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

本
門
寺
自
粛
お
会
式

　

来
る
十
二
日
、
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
は
事
変
下
皇
軍
の
武
運
長
久
を
祈
願
す
る
参
詣
者
で
例
年
に
増
す
混
雑
が
予
想

さ
れ
、警
視
庁
で
は
各
警
察
署
を
通
じ
て
講
社
そ
の
他
の
参
拝
団
体
に
自
粛
自
戒
を
要
望
、原
田
監
察
官
を
大
隊
長
に
六
ヶ

中
隊
五
百
名
の
警
戒
陣
を
し
く
。

　

万
灯
、
高
張
等
も
一
人
で
持
て
る
程
度
の
小
さ
い
も
の
に
限
定
、
泥
酔
客
の
参
詣
を
禁
止
。

　

な
お
附
近
一
帯
の
商
店
は
商
店
法
第
四
條
に
よ
り
当
夜
は
終
夜
営
業
を
許
さ
る
。
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昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
月
十
二
日　
読
売
新
聞
朝
刊

け
ふ
お
会
式　
事
変
下
二
度
目

　

け
ふ
十
二
日
は
秋
の
年
中
行
事
―
本
門
寺
の
お
会
式
で
あ
る
。
事
変
下
は
や
く
も
二
度
目
の
お
会
式
を
迎
へ
た
本
門
寺

は
昨
年
に
も
ま
し
た
自
粛
ぶ
り
で
十
二
日
に
は
「
武
運
長
久
国
祷
会
」
十
三
日
に
は
今
事
変
戦
没
将
士
の
「
英
霊
追
悼
会
」

を
厳
粛
に
行
ふ
が
、
は
や
く
も
今
暁
か
ら
折
か
ら
の
雨
の
中
を
善
男
善
女
は
三
々
五
々
本
門
寺
に
押
し
か
け
て
い
る

　

今
年
は
高
張
提
灯
や
万
灯
は
一
人
で
担
げ
る
程
度
の
も
の
、
仮
装
は
一
切
御
法
度
だ
が
肉
親
を
戦
線
に
送
っ
て
い
る
家

族
連
や
ゆ
か
り
の
団
体
、
各
町
会
等
の
武
運
長
久
祈
願
の
た
め
人
出
は
か
へ
っ
て
例
年
よ
り
多
か
ら
う
と
予
想
さ
れ
て
い

る
が
、
十
二
日
の
天
気
予
報
は
「
曇
時
々
雨
温
度
下
る
」
と
あ
る
の
は
参
詣
者
に
気
の
毒
だ
。

	

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

厳
か
に
国
祷
会　
事
変
下
お
会
式

　

事
変
下
に
第
二
回
目
の
御
会
式
を
迎
へ
た
池
上
本
門
寺
で
は
十
二
日
「
皇
威
顕
揚
国
運
隆
昌
」
と
書
き
抜
い
た
正
門
の

大
雪
洞
も
事
変
色
を
出
し
て
酒
井
大
僧
正
以
下
百
五
十
名
の
衆
僧
は
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
ま
た
午
後
二
時
か
ら
四

時
ま
で
と
二
回
に
亙
つ
て
厳
粛
な
武
運
長
久
の
国
祷
会
を
執
行
し
た
。

　

夫
や
兄
弟
の
武
運
を
祈
る
家
族
達
は
早
朝
か
ら
相
続
き
団
扇
太
鼓
も
時
局
下
の
響
き
を
伝
へ
て
い
る
。

　

な
お
十
三
日
は
午
後
二
時
か
ら
戦
没
将
兵
大
追
悼
法
要
が
行
は
れ
る
が
、
参
詣
者
十
五
万
余
の
殺
到
を
予
想
し
た
池
上

電
車
、
東
横
電
鉄
、
東
横
バ
ス
等
々
で
は
終
夜
運
転
並
に
増
車
す
る
。
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昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

非
常
時
調
お
会
式

　

事
変
下
に
第
二
回
を
迎
へ
た
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
―
十
二
日
は
朝
来
の
雨
に
た
た
ら
れ
、
門
内
は
泥
濘
の
海
と
化
し

た
が
相
も
変
ら
ぬ
ド
ン
ツ
ク
行
進
は
武
運
長
久
を
祈
る
非
常
時
調
を
高
く
ひ
び
か
せ
夜
も
傘
の
波
は
ひ
き
も
切
ら
ず
、
し

か
し
流
石
時
局
下
だ
け
に
万
灯
も
遠
慮
の
向
き
多
く
、
午
後
十
二
時
ま
で
の
人
出
約
十
七
万
、
こ
れ
は
例
年
の
三
分
の
一

と
い
ふ
寂
し
さ
だ
つ
た
。

	

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

戦
闘
帽
も
交
る　
自
粛
お
会
式
の
人
波

　

秋
雨
し
と
し
と
ふ
る
中
に
事
変
下
ふ
た
た
び
迎
へ
た
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
、
十
二
日
夜
は
当
局
の
予
想
を
裏
切
っ
て

例
年
に
な
い
寂
し
さ
を
見
せ
、
ド
ン
ツ
ク
太
鼓
の
音
も
雨
に
冴
え
ぬ
な
が
ら
銃
後
自
粛
の
気
構
へ
を
う
つ
し
て
か
へ
つ
て

堅
実
な
音
律
と
な
つ
て
流
れ
る
。

　

高
張
の
数
も
わ
づ
か
五
つ
六
つ
、
代
つ
て
皇
軍
武
運
長
久
の
幟
を
担
ぐ
も
の
、
白
の
行
衣
に
戦
闘
帽
を
被
る
も
の
、
微

笑
ま
し
い
事
変
色
が
散
見
さ
れ
る
。

　

混
雑
を
予
想
し
て
繰
出
し
た
警
備
員
も
手
持
無
沙
汰
の
体
だ
、
こ
の
夜
十
時
ま
で
の
人
出
は
朝
か
ら
数
へ
て

十
六
万
五
千
人
で
い
つ
も
の
半
分
と
い
ふ
の
に
女
性
が
目
立
つ
て
多
い
の
も
征
野
に
あ
る
わ
が
子
、
わ
が
兄
、
わ
が
父
、

わ
が
夫
の
武
運
を
祈
る
可
憐
な
姿
の
現
れ
か
。
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昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
月
五
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

今
年
も
自
粛
お
会
式　
小
さ
な
万
灯
、
団
扇
太
鼓
は
宜
し
い

　

仲
秋
十
月
の
行
事
…
来
る
十
二
日
の
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
に
一
般
参
詣
人
の
支
障
な
き
や
う
に
と
警
視
庁
警
備
係
で

は
先
頃
か
ら
本
門
寺
を
中
心
に
大
森
蒲
田
、
東
調
布
の
関
係
署
と
協
議
中
で
あ
つ
た
が
、
昨
年
三
十
万
人
の
人
出
に
も
拘

ら
ず
参
詣
人
の
自
粛
張
り
も
目
覚
し
く
無
事
故
に
近
い
好
成
績
を
収
め
た
の
で
本
年
も
こ
れ
と
同
様
の
成
績
を
予
想
し
、

三
署
の
警
官
四
百
名
だ
け
で
警
戒
、
特
別
警
備
隊
の
出
動
は
見
合
せ
て
市
民
の
自
粛
を
要
望
し
て
い
る
。

　

従
つ
て
纏
は
依
然
厳
禁
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
御
会
式
の
景
物
も
一
人
で
持
ち
運
び
出
来
る
程
度
な
ら
差
支
な
く
、
団
扇

太
鼓
も
先
頃
厳
令
さ
れ
た
高
音
取
締
規
制
の
除
外
例
に
よ
つ
て
当
日
は
信
者
講
中
の
人
に
よ
つ
て
ド
ン
ド
コ
ド
ン
ド
コ
打

ち
鳴
ら
す
事
は
宜
し
い
と
、
四
日
、
各
署
長
宛
に
自
粛
御
会
式
に
寛
大
な
取
締
方
を
通
達
し
た
。

	

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
月
十
一
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

御
会
式
に
終
夜
運
転

　

来
る
十
二
日
の
御
会
式
当
夜
省
電
並
に
池
上
電
車
で
は
例
年
通
り
終
夜
運
転
を
行
ふ
、
省
線
は
上
野
桜
木
町
間
、
中
野

両
国
間
、
山
手
循
環
線
、
池
上
線
は
五
反
田
蒲
田
間
全
線
で
尚
目
蒲
線
目
黒
田
園
調
布
間
、
大
井
大
岡
山
間
は
夫
々
翌
午

前
二
時
迄
繰
下
げ
運
転
を
行
ふ
。
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昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
月
十
一
日　
読
売
新
聞
第
二
夕
刊

本
門
寺
お
会
式
省
電
終
夜
運
転　
賃
金
も
ラ
ウ
ン
ド
制
で

　

来
る
十
二
日
の
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
に
、東
鉄
で
は
混
雑
緩
和
の
た
め
十
二
日
夜
か
ら
十
三
日
朝
に
か
け
て
山
手
線
、

桜
木
町
、
赤
羽
間
、
両
国
、
中
野
間
に
電
車
を
増
発
し
て
終
夜
運
転
を
行
ひ
さ
ら
に
山
手
線
各
駅
、
吉
祥
寺
、
赤
羽
、
桜

木
町
、
亀
戸
の
各
駅
か
ら
蒲
田
、
大
森
に
至
る
区
間
の
臨
時
往
復
切
符
を
発
売
端
数
を
切
り
捨
て
て
五
銭
十
銭
単
位
の
ラ

ウ
ン
ド
ナ
ン
バ
ー
制
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
目
蒲
池
上
線
は
終
夜
運
転
、
目
蒲
線
目
黒
田
園
調
布
間
、
大
井
大
岡
山
間
は
そ
れ
ぞ
れ
翌
午
前
二
時
ま
で
繰
下
げ

運
転
を
行
ふ
。

	

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
夕
刊

け
ふ
お
会
式
御
逮
夜

　

事
変
下
の
秋
を
飾
る
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
御
逮
夜
の
十
二
日
は
生
憎
朝
来
の
冷
雨
だ
つ
た
が
皇
軍
将
兵
の
武
運
長
久

祈
願
を
か
ね
て
例
年
に
劣
ら
ぬ
賑
は
ひ
。
警
視
庁
で
も
前
年
通
り
ま
と
ひ
は
厳
禁
万
灯
も
一
人
持
ち
程
度
に
制
限
し
た
た

め
往
年
の
様
な
度
外
れ
な
騒
ぎ
は
な
く
、
午
後
二
時
ま
で
に
自
粛
の
参
詣
者
三
万
を
数
へ
た
。

　

な
お
参
詣
者
の
た
め
山
手
全
線
、
中
央
線
両
国
中
野
間
、
京
浜
線
上
野
桜
木
町
間
は
終
夜
運
転
、
目
蒲
線
目
黒
池
上
間

は
午
前
二
時
ま
で
運
転
さ
れ
る
。
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昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
第
二
夕
刊

団
扇
太
鼓
も
自
粛　
秋
雨
を
か
こ
ち
顔
の
露
店
商
人　
け
ふ
、
本
門
寺
の
お
会
式

　

自
粛
の
秋
の
お
会
式
―
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
御
逮
夜
の
十
二
日
は
夜
来
の
秋
雨
に
も
め
げ
ず
早
朝
か
ら
信
者
の
参
詣

引
き
も
切
ら
ず
午
後
二
時
ま
で
に
約
二
万
八
千
の
人
出
、
だ
が
雨
と
自
粛
に
た
た
ら
れ
て
昨
年
の
三
分
の
一
と
い
ふ
さ
び

し
さ
だ
、
大
多
数
は
真
面
目
な
団
体
信
者
と
年
寄
り
連
の
参
詣
者
で
万
灯
や
幟
を
か
つ
い
だ
威
勢
の
い
い
の
は
全
然
姿
を

み
せ
な
い
、
参
道
の
露
天
商
は
雨
で
売
り
上
げ
は
例
年
よ
り
ぐ
ん
と
落
ち
る
様
子
で
雨
を
か
こ
ち
顔
だ
。

　

夕
刻
か
ら
夜
に
か
け
ど
つ
と
繰
り
出
す
参
詣
者
は
二
十
万
を
超
す
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
警
視
庁
で
は
沿
道
一
帯
に
警

官
四
百
名
を
動
員
、
雑
踏
整
理
や
中
毒
防
止
の
た
め
衛
生
警
視
隊
が
出
動
す
る
ほ
か
防
疫
課
、
衛
生
検
査
所
等
か
ら
も
係

官
二
十
名
が
出
張
、
所
轄
署
と
協
力
し
て
沿
道
の
飲
食
店
、
料
理
店
等
に
器
物
、
飲
食
物
の
指
導
取
締
を
行
つ
た
。

	

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
月
十
三
日　
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊

雨
の
お
会
式

　

お
会
式
の
十
二
日
は
今
年
も
雨
、
そ
れ
も
朝
の
中
は
風
さ
へ
加
つ
て
暴
風
雨
の
警
報
迄
飛
ん
だ
が
熱
心
な
信
徒
達
は
老

若
男
女
、
降
り
し
き
る
雨
を
冒
し
て
池
上
の
本
門
寺
へ
参
詣
に
出
掛
け
沿
線
各
駅
は
相
変
ら
ず
の
人
の
波
、
同
日
夜
半
迄

に
十
三
万
二
千
の
参
詣
者
が
あ
つ
た
。
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昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
月
十
一
日　
朝
日
新
聞
朝
刊

自
粛
お
会
式　
電
車
、
平
常
通
り
の
運
転

　

仲
秋
十
月
の
行
事
、
十
二
日
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
に
際
し
警
視
庁
で
は
時
局
柄
本
年
は
特
に
万
灯
、
飾
り
提
灯
等
の

自
粛
を
要
望
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
取
締
に
つ
い
て
は
昨
年
同
様
の
方
針
で
臨
む
事
に
な
り
関
係
各
署
へ
通
牒
し
た
。

　

従
つ
て
纏
は
依
然
厳
禁
、
お
会
式
に
つ
き
も
の
の
万
灯
は
一
人
で
持
ち
運
び
出
来
る
程
度
の
小
さ
い
も
の
に
限
る
が
団

扇
太
鼓
は
特
に
高
音
取
締
規
制
も
大
目
に
見
る
わ
け
で
あ
る
。
講
中
信
者
の
行
列
も
一
昨
年
は
約
三
十
万
人
、
昨
年
は

十
五
万
人
と
減
少
し
た
が
、
そ
の
自
戒
振
り
は
事
変
以
来
目
覚
ま
し
く
昨
年
は
無
事
故
に
近
い
好
成
績
だ
つ
た
し
例
年
豪

華
な
大
万
灯
や
高
張
り
提
灯
、
派
手
な
花
飾
り
の
注
文
の
殺
到
し
た
市
内
の
某
提
灯
問
屋
、
造
花
問
屋
を
覗
い
て
み
て
も

十
日
ま
で
に
こ
れ
ら
の
注
文
は
一
件
も
な
い
と
い
ふ
有
様
で
節
約
と
自
粛
の
波
は
ド
ン
ツ
ク
ド
ン
ツ
ク
の
世
界
に
も
押
し

寄
せ
粗
末
な
信
者
手
製
の
万
灯
や
飾
り
提
灯
の
他
は
お
会
式
の
景
物
詩
も
姿
を
消
し
て
、
お
会
式
の
自
粛
振
り
も
一
段
と

色
濃
く
な
る
と
当
局
で
は
予
想
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
警
視
庁
で
は
特
別
警
備
隊
等
の
出
動
も
見
合
せ
、
本
門
寺
附
近
の
一
般
交
通
遮
断
、
自
動
車
乗
入
禁
止
区
域
、

バ
ス
折
返
し
地
点
を
昨
年
同
様
に
実
施
す
る
他
は
参
詣
人
の
自
粛
に
信
頼
、
大
森
、
蒲
田
、
東
調
布
三
署
の
警
官
四
百
名

で
警
戒
に
当
る
。
尚
目
蒲
電
車
も
当
日
は
平
常
通
り
で
終
夜
運
転
を
行
は
ぬ
こ
と
に
な
つ
た
。

	

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
月
十
二
日　
読
売
新
聞
夕
刊

お
会
式
の
終
電
車
時
刻
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十
二
日
夜
か
ら
の
池
上
本
門
寺
お
会
式
は
本
年
は
と
く
に
自
粛
し
て
省
電
、
市
電
、
私
鉄
も
と
も
に
終
夜
運
転
、
延
長

運
転
は
行
わ
な
い
。
～
（
時
刻
表
省
略
）

	
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
夕
刊

お
会
式
へ
早
く
も
五
万

　

雨
が
つ
き
も
の
の
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
に
め
づ
ら
し
く
晴
れ
て
十
一
日
か
ら
三
日
間
今
年
は
と
く
に
時
局
柄
と
て
電

車
の
終
夜
運
転
中
止
、
お
万
灯
も
廃
止
、
も
の
も
の
し
い
警
視
庁
新
選
組
の
六
尺
棒
も
な
く
自
粛
自
粛
だ
。

　

そ
れ
で
も
日
和
に
恵
ま
れ
て
午
後
一
時
ご
ろ
に
は
、
は
や
く
も
参
詣
者
五
万
人
を
か
ぞ
へ
。

	

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
月
十
三
日　
朝
日
新
聞
朝
刊

静
か
な
る
雑
踏　
お
会
式
に
四
十
万
人

　

秋
の
恒
例
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
十
二
日
は
五
年
ぶ
り
の
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
然
も
次
の
日
は
日
曜
と
い
ふ
の
で
ど
つ

と
押
出
た
人
の
波
、
警
視
庁
で
は
前
年
通
り
万
灯
は
一
人
持
ち
程
度
と
制
限
し
た
も
の
の
数
へ
る
程
も
見
当
ら
ず
。

　

華
や
か
な
纏
に
代
つ
て
「
祈
武
運
長
久
」
の
旗
が
林
立
し
交
通
整
理
の
赤
提
灯
が
揺
れ
る
毎
に
人
波
は
漠
然
と
流
れ
て

行
く
。
午
後
十
二
時
ま
で
に
こ
の
参
詣
者
は
四
十
万
を
超
え
た
が
関
係
各
線
の
終
夜
運
転
が
無
い
為
か
一
般
に
急
ぎ
足
、

団
扇
太
鼓
の
音
ま
で
せ
わ
し
さ
う
だ
。
尚
警
察
の
御
厄
介
に
な
つ
た
も
の
迷
子
二
十
六
件
、
す
り
六
件
、
検
挙
者
十
六
名
。
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昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

深
夜
組
お
籠
り　
お
会
式
へ
四
十
万

　

雨
の
な
い
自
粛
お
会
式
、
仲
秋
十
月
の
名
物
行
事
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
は
珍
し
く
雨
も
降
ら
ず
十
二
日
か
ら
十
三
日

の
未
明
に
か
け
て
自
粛
一
色
の
大
賑
ひ
を
呈
し
た
。

　

一
人
持
ち
万
灯
以
外
は
ご
法
度
と
あ
っ
て
昔
の
派
手
さ
は
み
ら
れ
な
い
が
ド
ン
ツ
ク
ド
ン
ツ
ク
の
団
扇
太
鼓
が
僅
に
騒

し
い
お
会
式
風
景
を
描
き
出
し
十
二
日
早
朝
か
ら
詰
め
か
け
た
信
者
で
ご
っ
た
返
し
た
が
、
同
夜
十
一
時
ま
で
に
送
り
迎

へ
た
善
男
善
女
の
数
は
四
十
万
。

　

電
車
の
終
夜
運
転
廃
止
に
深
夜
組
は
参
籠
者
と
と
も
に
山
で
暁
を
迎
へ
る
つ
も
り
か
、
自
粛
の
裡
に
も
人
の
出
足
は
ま

す
ま
す
増
え
る
ば
か
り
。

	

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
十
三
日　
朝
日
新
聞
朝
刊

御
会
式
の
人
出
半
減

　

十
二
日
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
は
例
年
の
お
祭
り
騒
ぎ
も
な
く
、
午
後
十
時
ま
で
の
人
出
は
二
十
二
万
二
千
名
で
昨
年

の
半
分
、
大
森
、
蒲
田
、
東
調
布
の
各
署
か
ら
警
戒
員
が
動
員
さ
れ
た
が
、
迷
子
三
十
八
名
、
窃
盗
十
件
、
ス
リ
六
件
で

あ
つ
た
。
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昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
十
三
日　
読
売
新
聞
朝
刊

お
会
式
時
局
調　
参
詣
者
も
減
る

　

臨
戦
の
秋
に
む
か
へ
た
十
二
日
の
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
は
信
者
の
参
詣
者
が
早
朝
か
ら
引
き
も
き
ら
ず
相
変
ら
ず
の

賑
ひ
だ
っ
た
が
、
さ
す
が
に
深
ま
る
自
粛
調
に
か
つ
て
の
騒
ぎ
も
み
ら
れ
ず
凡
々
裡
に
暮
れ
、
午
後
八
時
ま
で
の
人
出
も

二
十
二
万
二
千
人
（
警
視
庁
調
べ
）
で
昨
年
に
比
べ
る
と
ぐ
つ
と
減
っ
た
。

	

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
月
十
三
日　
朝
日
新
聞
夕
刊

戦
時
色
の
お
会
式

　

戦
徢
の
秋
を
彩
る
恒
例
の
東
京
名
物
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
は
十
二
日
早
朝
か
ら
始
ま
つ
た
戦
勝
祈
願
と
出
征
将
兵
の

武
運
長
久
を
祈
念
す
る
善
男
善
女
の
群
は
早
朝
か
ら
境
内
を
埋
め
正
午
現
在
で
二
万
六
千
名
を
数
へ
た
。
夜
ま
で
に
は
例

年
の
如
く
相
当
数
の
人
出
が
予
想
さ
れ
、
準
備
管
制
下
で
は
あ
る
が
境
内
で
は
特
に
万
灯
と
高
張
提
灯
も
ゆ
る
さ
れ
、
自

粛
の
う
ち
に
も
戦
時
色
豊
に
夜
と
と
も
に
賑
は
ひ
を
ま
し
て
行
つ
た
。

	

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
月
十
二
日　
朝
日
新
聞
夕
刊

決
戦
下
お
会
式
へ
注
意

　

今
夜
は
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
―
警
視
庁
で
は
空
襲
必
死
の
情
勢
下
の
こ
と
と
て
万
灯
な
ど
一
切
許
さ
ず
、
準
備
管
制
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を
強
化
す
る
が
、
都
民
は
静
粛
簡
素
を
旨
と
し
て
酒
気
を
帯
び
て
お
詣
り
す
る
こ
と
が
な
い
や
う
、
如
何
な
る
事
態
に
も

即
応
出
来
る
や
う
心
構
へ
を
要
望
し
て
い
る
。

	
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
月
十
二
日　
読
売
新
聞
夕
刊

米
英
ド
ン
突
く
お
会
式

　

決
戦
の
秋
に
ひ
ら
く
恒
例
の
お
会
式
、
池
上
本
門
寺
の
お
会
式
は
十
二
日
、
都
内
は
じ
め
近
県
の
講
中
信
者
二
十
万
を

あ
つ
め
朝
十
時
か
ら
十
一
時
ま
で
大
国
祷
会
、
午
後
二
時
か
ら
は
法
要
に
入
り
米
英
撃
滅
の
意
気
も
高
ら
か
に
ド
ン
ツ
ク

の
賑
ひ
を
み
せ
た
。

　

叩
く
団
扇
太
鼓
は
例
年
の
と
ほ
り
で
あ
る
が
、
境
内
に
揚
け
る
万
灯
や
高
張
提
灯
は
「
敵
米
英
撃
滅
」
の
文
字
が
ひ
と

き
は
目
立
つ
、
戦
時
下
と
あ
っ
て
●
●
そ
の
他
の
連
中
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
境
内
だ
け
は
夜
十
二
時
ま
で
は
特
に
許
さ

れ
あ
く
ま
で
敵
撃
滅
の
戦
意
昂
揚
に
終
始
す
る
。

　
昭
和
十
九
年
は
さ
す
が
に
記
事
は
無
く
、
翌
二
十
年
四
月
十
五
日
の
空
襲
に
よ
り
池
上
本
門
寺
は
伽
藍
の
大
部
分
を
焼
失
、

同
年
の
記
事
も
無
い
。
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